
（別添２－１）

【情報工学部 知的システム工学科】
①ものづくりやものを動かすために知的な制御を伴う、ロボット、インテリジェントカー、スマートグリッド、スマート工場などの先進的な
システムの開発によって、社会情報システムと産業活動との間に新たな繋がりを生み出していけるようなICT基盤技術と機械技術とを
統合・包括して活用できる能力を持つ技術者を養成する。
②高度なロボットの応用技術とICT基盤技術を統合・包括する「ロボティクス」、さまざまな分野におけるシステム制御を理論から応用
まで学ぶ「システム制御」、情報と機械を融合した先進的な機器を開発し、情報と社会をつなぐ「先進機械」の３つの専門分野の基礎
理論から応用・実践に係る知識・技術を習得させる。
③自動車，環境・エネルギー，電機，電力，生物システム，情報通信、医療・介護機器，住宅機器，OA・精密機器、産業機器、鉄道
車両，重工業、航空・宇宙産業、社会システム全般におけるシステム設計・開発部門等の分野で活躍する技術者を輩出する。

【情報工学部 物理情報工学科】
①自然界の普遍的な法則を探求する物理学と、生命の普遍的な法則を探求する生物学、そこに情報・システム技術としての情報工
学を融合し、様々な分野での技術革新（イノベーション）につなげる融合領域研究を切り拓くことができる技術者を養成する。
②物理学、エレクトロニクス、情報工学を駆使し、電子材料、光工学、流体工学を中心とした情報化社会で必要とされる新たな技術を
生み出す「電子物理工学」と、物理学、生物学、情報工学を駆使し、新素材・材料、計測システム、生命科学を中心とした学際領域
の新たな技術を生み出す「生物物理工学」の２つの専門分野の基礎理論から応用・実践に係る知識・技術を習得させる。
③電気・電子・情報、エレクトロニクス・光・情報、電子材料、医歯薬、計測、ライフサイエンス，シミュレーション，可視化（ビジュアライ
ゼーション）分野における研究・開発部門やシステムエンジニアとして活躍する技術者を輩出する。

【情報工学部 生命化学情報工学科】
①生物学および化学と情報工学の融合をはかり、幅広いバイオ分野すなわち医療・製薬・飲食品・化学・環境・バイオ素材などの領
域に、情報工学の知識と技術を利活用でき、また、情報工学の発展に寄与できる能力をもち、ヒトに関わる新産業分野を構築するこ
とができる技術者を養成する。
②化学分野を含むバイオ分野への工業的応用としての情報システム・実験システムを構築することを目指した「分子生命工学」、生
命科学と医療分野への応用としての情報システム・医療システムを構築することを目指した「医用生命工学」の２つの専門分野の基
礎理論から応用・実践に係る知識・技術を習得させる。
③ライフサイエンス，医歯薬関連企業や系列ソフトウェア企業、食品・化学・環境関連企業、分析・計測器関連企業におけるシステム
エンジニア，データアナリスト（臨床データやゲノムデータ解析など）、研究・ 開発システム部門等で活躍する技術者を輩出する。

新 設 学 部 等 に お い て
養 成 す る 人 材 像

既 設 学 部 等 に お い て
養 成 す る 人 材 像

【情報工学部】
①情報技術は従来の工学の対象であった製造業のみならず、社会のあらゆる分野で必要とされている。このように、今後も進歩を続
ける情報技術や、新規開拓の応用分野に十分対応できる情報工学に関する広範な基礎的技術力と、それぞれの応用分野の要求に
応えることができる専門知識と技術力を有した、次世代スマート社会の基盤を支える人材を養成する。
②将来の科学と技術の進歩にも十分対応できる基礎学力と情報化社会をリードする専門性を身に付け、併せて、幅広い教養や豊か
な人間性、技術者としての高い倫理観、グローバル社会で活躍できるコミュニケーション能力を涵養する教育を行う。

【情報工学部 電子情報工学科】
①エレクトロニクス、コンピュータ・LSI、ネットワーク・システムの３分野にまたがる学問領域について、基礎理論から実践力までをバラ
ンスよく身に付け、高度な情報化システムを創造できる技術者を養成する。
②電子工学から、情報工学、そして、通信工学までの基礎をバランス良く幅広く学ぶと共に、ワークステーションを使った演習やLSI
の設計・製作などで実践力を培うことで、最先端の知識や技術を習得させる。
③電子・半導体、情報、通信、電機・電力、自動車、重工業、印刷、商社、金融機関及び官公庁等におけるハードウェア・ソフトウェア
の設計・研究・開発部門やネットワーク関連部門等で活躍する技術者を輩出する。

【情報工学部 知能情報工学科】
①情報処理に関する最新の研究成果を、社会の様々な要求に応えて応用できる学問的基礎と問題解決能力を身につけた技術者
を養成する。
②人工知能をはじめとする新しい情報処理を中心に、コンピュータ・サイエンスの基礎理論から要素技術、システム構築に至るまでの
応用技術等、IT技術者として即戦力となる知識や技術を習得させる。
③情報・通信、ソフトウェアや電機、自動車、精密機械等の製造業、印刷・画像等関連企業、及び官公庁等での情報処理部門、シス
テム管理部門、研究・開発部門で活躍する技術者を輩出する。

設 置 者 国立大学法人　九州工業大学

フ リ ガ ナ ｷｭｳｼｭｳｺｳｷﾞｮｳﾀﾞｲｶﾞｸ

大 学 の 名 称 九州工業大学  (Kyushu Institute of Technology)

【情報工学部】
①情報技術は従来の工学の対象であった製造業のみならず、社会のあらゆる分野で必要とされている。このように、今後も進歩を続
ける情報技術や、新規開拓の応用分野に十分対応できる情報工学に関する広範な基礎的技術力と、それぞれの応用分野の要求に
応えることができる専門知識と技術力を有した、次世代スマート社会の基盤を支える人材を養成する。
②将来の科学と技術の進歩にも十分対応できる基礎学力と情報化社会をリードする専門性を身に付け、併せて、幅広い教養や豊か
な人間性、技術者としての高い倫理観、グローバル社会で活躍できるコミュニケーション能力を涵養する教育を行う。

【情報工学部 知能情報工学科】
①ことば，音声，映像などのさまざまなデータやメディアを駆使して，あたかも人が考えているかのように振る舞い，また，人が思いもよ
らない新しい価値を創造する情報システムの実現を目指して，「人とコンピュータが協調する」ための新しい情報技術を確立する技術
者を養成する．
②コンピュータ・サイエンスの専門知識に加えて、日々蓄積されている大量のデータの中から人の役に立つ規則や新たな知識を発
見する「データ科学」、人のように考え、話し、教える「人工知能」、人のように表現認識し、人に分かりやすく伝える「メディア情報学」と
いう３つの専門分野の基礎理論から応用・実践に係る知識・技術を習得させる。
③情報・通信企業やソフトウェア関連企業、その他製造業でのシステムエンジニア、データ処理やビッグデータ解析に代表される
データサイエンティスト、知的処理や人工知能に強みを持つ情報技術者、及び音声・画像・動画等のメディア処理部門やゲーム開発
部門等で活躍する技術者を輩出する。

【情報工学部 情報・通信工学科】
①人・物（センサー／アクチュエータ）・情報が相互に連携し協調することにより、あらゆる産業分野のすべての局面での高度なICT
（情報通信技術）利活用が実現される次世代スマート社会を支えるために、コンピュータ（ハードウェア・ソフトウェア）と通信を深く理解
し、さまざまな情報システムを設計・構築・運用する能力を持つ技術者を養成する。
②セキュリティやクラウド、組み込みシステム技術に基づく情報システムを構築する「ソフトウェアデザイン」、コンピュータやモバイル
ネットワークでの有線・無線技術や通信・ネットワーク技術を身に着ける「情報通信ネットワーク」、コンピュータの心臓部をなすLSI（大
規模集積回路）の設計やこれらを活用したシステムを設計・構築する「コンピュータ工学」という３つの専門分野の基礎理論から応用・
実践に係る知識・技術を習得させる。
③製造業や情報・通信業のコンピュータソフトウェア開発部門や組み込み機器開発部門，電機系・通信系企業のコンピュータシステ
ム開発部門、情報・通信機器製造業や系列ソフトウェア企業のシステムエンジニア・ネットワークエンジニア、半導体，電子回路，情報
システム，組み込みシステム等製造業における設計・開発部門等の分野で活躍する技術者を輩出する。

設　置　計　画　の　概　要

事 項 記 入 欄

事 前 相 談 事 項 事前伺い

計 画 の 区 分 学部の学科の設置

フ リ ガ ナ ｺｸﾘﾂﾀﾞｲｶﾞｸﾎｳｼﾞﾝ　ｷｭｳｼｭｳｺｳｷﾞｮｳﾀﾞｲｶﾞｸ
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学位又
は称号

学位又は
学科の分野

異動元
助教
以上

うち
教授

知能情報工学科 14 4

システム創成情報工学科 7 2

電子情報工学科 2 1

若手研究者ﾌﾛﾝﾃｨｱ研究ｱｶﾃﾞﾐｰ 1 0

計 24 7

知能情報工学科 5 3

システム創成情報工学科 1 0

電子情報工学科 16 6

機械情報工学科 2 1

新規採用 1 0

計 25 10

機械情報工学科 15 5

システム創成情報工学科 7 3

知能情報工学科 2 2

生命情報工学科 1 0

計 25 10

電子情報工学科 7 4

生命情報工学科 5 2

機械情報工学科 4 2

システム創成情報工学科 3 1

計 19 9

生命情報工学科 17 7

若手研究者ﾌﾛﾝﾃｨｱ研究ｱｶﾃﾞﾐｰ 1 0

計 18 7

知的システム
工学科
[Department of
Intelligent and
Control Systems]

４ 94
3年次

9
394

学士
（情報工学）

工学

平成30年
4月

3年次
平成32年

4月

情報・通信工学
科
[Department of
Computer
Science and
Networks]

４ 93
3年次

9
390

学士
（情報工学）

工学

平成30年
4月

3年次
平成32年

4月

工学

平成30年
4月

3年次
平成32年

4月

物理情報工学科
[Department of
Physics and
Information
Engineering]

４ 65 工学

平成30年
4月

3年次
平成32年

4月

3年次
5

270
学士

（情報工学）

3年次
5

270
学士

（情報工学）

情報工学部
[School of
Computer
Science and
Systems
Engineering]

新 設 学 部 等 に お い て
取 得 可 能 な 資 格

【情報工学部 知能情報工学科，情報・通信工学科，知的システム工学科，物理情報工学科，生命化学情報工学科】
　・高等学校教諭一種（情報）
　　① 国家資格，② 資格取得可能
　　③ 卒業要件単位に含まれる科目のほか，教職関連科目の履修が必要

【情報工学部 知能情報工学科，情報・通信工学科，知的システム工学科，物理情報工学科】
　・１級技術検定（建設業法）
　　① 国家資格，② 受験資格，③ 卒業後所定の実務経験が必要
　・２級技術検定（建設業法）
　　① 国家資格，② 受験資格，③ 卒業後所定の実務経験が必要

【情報工学部 情報・通信工学科，物理情報工学科】
　・電気通信主任技術者（電気通信事業法）
　　① 国家資格，② 試験の一部免除，③ 卒業要件単位に含まれる科目から所定の単位及び時間数の修得が必要

既 設 学 部 等 に お い て
取 得 可 能 な 資 格

【情報工学部 知能情報工学科，電子情報工学科、システム創成情報工学科，機械情報工学科，生命情報工学科】
　・高等学校教諭一種（数学）
　　① 国家資格，② 資格取得可能
　　③ 卒業要件単位に含まれる科目のほか，教職関連科目の履修が必要
　・高等学校教諭一種（情報）
　　① 国家資格，② 資格取得可能
　　③ 卒業要件単位に含まれる科目のほか，教職関連科目の履修が必要

【情報工学部 知能情報工学科，電子情報工学科，システム創成情報工学科，機械情報工学科】
　・１級技術検定（建設業法）
　　① 国家資格，② 受験資格，③ 卒業後所定の実務経験が必要
　・２級技術検定（建設業法）
　　① 国家資格，② 受験資格，③ 卒業後所定の実務経験が必要

【情報工学部 電子情報工学科】
　・電気通信主任技術者（電気通信事業法）
　　① 国家資格，② 試験の一部免除，③ 卒業要件単位に含まれる科目から所定の単位及び時間数の修得が必要

新

設

学

部

等

の

概

要

新設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

生命化学情報
工学科
[Department of
Bioscience and
Bioinformatics]

４ 65

授与する学位等
開設時期

専　任　教　員

知能情報工学科
[Department of
Artificial
Intelligence]

４ 93
3年次

7
386

学士
（情報工学）

工学

平成30年
4月

3年次
平成32年

4月

【情報工学部 システム創成情報工学科】
①情報科学を基盤としてシステム理論を身に付け、高度情報化社会を支える自然環境と人とに優しい知的人工システムを創成でき
る、独創性と人間力に富んだ技術者を養成する。
②理論と実技の両面から情報科学の基礎、及び、制御・数理・物理の基礎工学を身に付け、情報技術や様々な要素技術を組み合
わせて、社会で必要とされるシステムを創成できる知識や技術を習得させる。
③自動車・産業機械等の製造業、情報・電子・通信産業、重工業等におけるハードウェア・ソフトウェアの設計・開発部門、製造・制御
等のシステム関連部門で活躍する技術者を輩出する。

【情報工学部 機械情報工学科】
①情報工学と機械工学の双方の基礎理論と応用技術を習得し、コンピュータとメカを融合した新しい機械情報技術を創出できる総
合的な能力を身につけた技術者を養成する。
②自然科学や人文科学に係る基礎力をバランスよく身に付け、機械応用工学、ソフトウェア工学、ハードウェア工学、機械科学、機械
応用などの科目を通し実践力・独創力を培うことで、最先端の知識や技術を習得させる。
③産業機械、電機、自動車、造船、建設機械、家電等の製造業、情報・通信産業、電力、印刷、化学関連企業等における研究・開
発部門や生産技術部門等で活躍する技術者を輩出する。

【情報工学部 生命情報工学科】
①情報技術を基盤としたライフサイエンスとバイオテクノロジーの推進、及び情報技術が不可欠となった医療・製薬・化学・食品・環境
などの広義の生命系分野での活動に携わる技術者を養成する。
②生物・化学の基礎教育や生化学・遺伝子工学等の実験技術と併せ、 情報処理教育全般を身に付け、情報処理技術に基づく生
命情報の解析及び生命情報の工学的応用を実践できる知識や技術を習得させる。
③情報通信産業、電機、機械、食品、化学、医療・製薬・化粧品等の製造業や環境関連企業、医療機関、官公庁等における研究・
開発部門、生産技術部門等で活躍する技術者を輩出する。
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学位又
は称号

学位又は
学科の分野

異動先
助教
以上

うち
教授

知能情報工学科 14 4

情報・通信工学科 5 3

知的システム工学科 2 2

退職 1 1

計 22 10

知能情報工学科 2 1

情報・通信工学科 16 6

物理情報工学科 7 4

計 25 11

知能情報工学科 7 2

情報・通信工学科 1 0

知的システム工学科 7 3

物理情報工学科 3 1

退職 1 0

計 19 6

情報・通信工学科 2 1

知的システム工学科 15 5

物理情報工学科 4 2

退職 1 1

計 22 9

知的システム工学科 1 0

物理情報工学科 5 2

生命化学情報工学科 17 7

計 23 9

工学
平成16年

4月

機械情報工学科
（廃止）

4 78
3年次

7
326

学士
（情報工学）

工学
平成16年

4月

78
3年次

5
322

学士
（情報工学）

工学
平成16年

4月

368
学士

（情報工学）
工学

昭和62
4月

システム創成
情報工学科
（廃止）

4 78
3年次

8
328

学士
（情報工学）

工学部
　宇宙システム工学科（入学定員55）（平成29年4月申請）
　機械知能工学科〔定員減〕（△4）（平成30年4月）
　電気電子工学科〔定員減〕（△4）（平成30年4月）
　応用化学科（定員増）（4）（平成30年4月）
　総合システム工学科〔廃止〕（入学定員51）

【備考欄】

既

設

学

部

　
等

の

概

要

既設学部等の名称
修業
年限

専　任　教　員

知能情報工学科
（廃止）

4 88
3年次

7
366

学士
（情報工学）

工学
昭和62

4月

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

授与する学位等
開設時期

電子情報工学科
（廃止）

4 88
3年次

8

生命情報工学科
（廃止）

情報工学部

4
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

解析Ⅰ・同演習 1前 2 ○ 1 ※講義

線形代数Ⅰ 1前 2 ○ 1
離散数学Ⅰ 1前 2 ○ 1
解析Ⅱ 1後 2 ○ 1
線形代数Ⅱ・同演習 1後 2 ○ 1 ※講義

離散数学Ⅱ 1後 2 ○ 1
確率・統計 2前 2 ○ 1
微分方程式 2前 2 ○ 1
力学Ⅰ 1前 2 ○ 兼1

電磁気学Ⅰ 1後 2 ○ 兼1

化学Ⅰ 1後 2 ○ 兼1

生物学Ⅰ 1後 2 ○ 兼1

小計（12科目） － 16 8 0 － 2 4 1 0 0 兼4 －

情報工学基礎実験 1後 1 ○ 兼1
複数教員・複数ク
ラス

プログラミング 1前 3 ○ 1 ※講義

計算機システムⅠ 1前 2 ○ 兼1

情報工学概論 1前 1 ○ 1
データ構造とアルゴリズム 1後 2 ○ 1
計算機システムⅡ 1後 2 ○ 兼1

情報セキュリティ概論 1前 1 ○ 兼1

プログラム設計 2前 2 ○ 1
ネットワーク通信基礎 2前 2 ○ 兼1

オートマトンと言語理論 1後 2 ○ 1
小計（10科目） － 18 0 0 － 2 3 0 0 0 兼4 －

知的財産概論 2後 2 ○ 兼2 複数教員・オムニ
バス

キャリア形成概論 2後 2 ○ 兼15 オムニバス

情報技術者倫理 3前 2 ○ 兼1 オムニバス

情報関連法規 3前 2 ○ 兼1

情報職業論 3前 2 ○ 兼1

産業組織論 3前 2 ○ 兼1

情報産業職業論 3後 2 ○ 兼1

インターンシップ 1・2・3・4 1 ○ 1
長期インターンシップ 1・2・3・4 2 ○ 1
海外研修Ⅰ 1・2・3・4 1 ○ 1 兼7

海外研修Ⅱ 1・2・3・4 2 ○ 1 兼7

海外インターンシップ実習 1・2・3・4 2 ○ 1 兼7

小計（12科目） － 2 20 0 － 2 0 0 0 0 兼29 －

論理回路 2前 2 ○ 兼1
アルゴリズム設計 2前 2 ○ 1
計算機アーキテクチャ 2前 2 ○ 兼1

知能情報工学基礎実験 2前 2 ○ 2 1 複数教員・複数ク
ラス

応用数学 2後 2 ○ 1
人工知能基礎 2後 2 ○ 1
オブジェクト指向プログラミング 2後 3 ○ 1 ※講義

データベース 2後 2 ○ 1
計算理論 2後 2 ○ 1
信号処理 2後 2 ○ 1

専
　
門
　
科
　
目

自
然
科
学
基
礎
科
目

情
報
系
基
礎
科
目

基
　
礎
　
科
　
目

情
報
技
術
者
科
目

配当年次

単位数

（別添２－２）

教 育 課 程 等 の 概 要

（情報工学部　知能情報工学科）

授業形態 専任教員等の配置

備考
科目
区分

授業科目の名称

教
養
教
育
科
目

（

全
学
共
通
）

（別紙参照）

九州工業大学（情）-4



プログラミング言語処理系 2後 2 ○ 兼1

知能情報工学実験演習Ⅰ 2後 2 ○ 7 10 1 6 ※演習
複数教員・複数クラス

オペレーティングシステム 3前 2 ○ 兼1
情報理論 3前 2 ○ 1
メディア処理 3前 2 ○ 1
人工知能プログラミング 3前 3 ○ 1 ※講義

自然言語処理 3前 2 ○ 1
人工知能論理 3前 2 ○ 1
最適化 3前 2 ○ 1
ソフトウェア工学 3前 2 ○ 兼1

知能情報工学実験演習Ⅱ 3前 2 ○ 7 10 1 6 ※演習
複数教員・複数クラス

コンピュータグラフィックスＡ 3後 2 ○ 1
コンピュータビジョンＡ 3後 2 ○ 1
人工知能応用 3後 2 ○ 1
データ解析 3後 2 ○ 1
データ圧縮 3後 2 ○ 1
組込みプログラミング 3後 2 ○ 1
組込みシステム技術概論 3後 2 ○ 兼1

知能情報工学プロジェクト 3後 2 ○ 7 10 1 6 ※講義
複数教員・複数クラス

卒業研究 4通 8 ○ 7 10 1
特別卒業研究 4通 (8) ○ 7 10 1 早期卒業科目

－ 25 43 0 7 10 1 6 0 兼6 －

実践英語１０１ 1前 1 ○ 兼1

実践英語１０２ 1後 1 ○ 兼1

実践英語２０１ 2前 1 ○ 兼1

実践英語２０２ 2後 1 ○ 兼1

異文化間コミュニケーション論 1・2 1 ○ 兼1

デザインシンキング概論 3･4前 1 ○ 兼1

デシジョンメイキング概論 3･4前 1 ○ 兼1

海外研修Ⅰ（再掲）

海外研修Ⅱ（再掲）

Computer Literacy 2･3後 1 ○ 兼1

－ 0 1 7 0 0 0 0 0 兼8 －

－ 61 72 7 7 10 1 6 0 兼51 －

小計（31科目）

Ｉ
Ｉ
Ｆ
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

－

－

Ⅰ　設置の趣旨・必要性
　（背景）
　九州工業大学は，「技術に堪能なる士君子」の養成の基本理念のもと教育研究に取り組み，その成果を通じて社会に貢献してき
た．情報工学部は，昭和６１年に我が国の国立大学で唯一の学部として創設され，現在は「知能情報工学科」，「電子情報工学
科」，「システム創成情報工学科」，「機械情報工学科」，「生命情報工学科」の５学科で構成されている．この間，平成１７年
に我が国で最初に学部を構成するすべての学科がJABEE（日本技術者教育認定機構）からの認定を獲得するなど，教育の質の保証
を伴いながら，多くの人材を社会に輩出してきた．情報技術は急速に進化しながら産業界や一般社会への浸透が進む一方で，１８
歳人口の減少や大学の機能強化への対応が必要となり，こうした大学を取り巻く環境の変化は，情報工学部においても以下のよう
な課題をもたらしている．
　課題１　産業構造の変化や社会ニーズに柔軟に対応できる体制の構築
　課題２　学生の適性を見極めた専門分野の決定
　課題３　情報工学部の持っている特色を活かし，強みを強化
上記の課題に対して，入学時に配属学科が決まっている従来の学部システムや縦割りの学科の枠組では，学問分野の複合領域や境
界領域で発生する問題に柔軟かつ迅速に対応するには限界があり，効率良く課題を解決することが困難になっている．そこで今回
の改組計画では，学部の入試制度改革，共通教育改革等を伴いながら，学部を構成する学科を「知能情報工学科」，「情報・通信
工学科」，「知的システム工学科」，「物理情報工学科」，「生命化学情報工学科」の５学科に再編する．学科内の授業科目だけ
にとらわれないカリキュラム編成が可能なコース制の導入により，社会の変化に柔軟に対応できる体制を構築する．

　（本学に設置する必要性）
　近年，「我が国の中長期を展望した科学技術イノベーション政策について（平成27年１月 科学技術・学術審議会）」，「理工
系人材育成戦略（平成27年3月 文部科学省）」および「第５期科学技術基本計画（平成28年1月 閣議決定）」などの政策提言や，
本学が実施した企業の求める人材に関する調査，情報工学部の過去の就職実績などは，いずれも情報工学部が輩出する人材需要の
高さを示している．また，国立大学のミッション再定義においては，本学の強みとして環境関連工学，高信頼集積回路，情報通信
ネットワーク，ロボティクスなどの分野が取り上げられており，本学はこれらの教育研究分野の強化を通じて，なお一層の社会的
役割を果たしていくことが求められている．情報工学部では，新しい時代（超サイバー社会）やニーズ（ICT人材）に合わせて，
情報の基幹技術から応用技術までを既存の学問体系に固執することなく分野横断的に教育できる体制を構築する中で，「知能情報
工学科」において，データ科学，人工知能，メディア情報学等をカバーする教育課程を編成する．

設置の趣旨・必要性

小計（10科目）

　工学関係

－

合計（73科目）

学位又は称号 　学士（情報工学） 学位又は学科の分野

九州工業大学（情）-5



Ⅱ　教育課程編成の考え方・特色
　（教育課程の基本的な考え方）
　「知能情報工学科」では，大量のデータから規則や知識を見出すデータ科学，コンピュータを知的に動作させる人工知能，メ
ディアをコンピュータとの対話に利用するメディア情報学を駆使する能力を身に付け，言葉や映像など様々なメディアを通して，
人とコンピュータが協調する新しい情報システムを実現できる高度情報技術者を養成することを目的とする．
　学科のディプロマポリシーは，以下のとおりである．
【専門基礎知識・理解】技術者に必要な基礎学力と情報科学・知能情報工学の専門分野に関係する幅広い技術と知識を修得してい
る．
【多様性ある文化等の知識・理解】多様な価値観・伝統・制度を有する社会及び文化に関して深く理解できる．
【工学・技術と社会関連知識・理解】情報科学・情報工学の技術，特に知能情報工学が社会で果たす役割を理解できる．
　そのための教育課程を，全学共通の教養教育科目，情報工学部の全学科で共通の情報系科目と自然科学系科目を中心とした基礎
科目，情報技術者としての情報技術者科目，および，学科内の３つのコース共通または各コースで独自の専門科目により構成す
る．全学科で共通の基盤として情報システムを開発・運用するための基本的能力を身につけるため，情報系基礎科目では，コン
ピュータのハードウェアの基礎，ソフトウェアの基礎，ネットワーク通信と情報セキュリティの基礎，および情報の数理的基礎を
修得する課程としている．また，情報技術者としてのキャリア形成や実務に有用な知識や振る舞いを身につけるため，情報技術者
科目では，技術者倫理，知的財産，情報関連法規などを学ぶ．そのうえで，専門科目では，データやメディアを駆使して知能を高
度化した知識処理に関する情報処理技術を身につけるため，データ科学，人工知能，メディア処理などに関連する科目を学ぶ．な
お，専門科目には，コンピュータのハードウェアやソフトウェア工学などに関する科目を中心に他学科の担当教員が開講する授業
科目も含んでいる．
　知能情報工学科の学習・教育到達目標は以下のとおりであり，対応する科目の関連を別紙１に示す．
(A) 数学および自然科学の基礎を幅広く身につけた情報技術者を養成する．（数理学の基礎）
(B) 計算機科学と情報処理技術の基礎を幅広く学んで，さまざまな情報システムを開発する能力を身につけた情報技術者を養成す
る．（情報技術の基礎）
(C) 知的情報処理に関する技術を幅広く学んで，人と計算機が協調する新しい情報システムの開発に従事する情報技術者を養成す
る．（情報技術の応用）
(D) 情報の収集と分析を通して解決すべき問題を整理し，種々の科学および技術を用いて問題解決をする能力を身につけた情報技
術者を養成する．（様々な問題解決）
(E) 論理的な記述能力，口頭発表や討論などのコミュニケーション能力，および，外国語によるコミュニケーション能力を備えた
情報技術者を養成する．（コミュニケーション）
(F) 国際性，社会性，人間性を備えており，広い視野と教養を持つ健康な情報技術者を養成する．（幅広い教養）
(G) 情報技術が社会におよぼす影響に関心があり，技術に関する倫理や法規を理解した責任ある社会的行動ができる情報技術者を
養成する．（倫理）

　改組前の学科にも「知能情報工学科」は設置されていたが，今回の改組により，データ科学やメディア情報学などのコンピュー
タ・サイエンスの発展分野に関する教育を強化する一方で，コンピュータのハードウェア・ソフトウェア等の情報基盤に関する高
度な教育は「情報・通信工学科」に集約することで，「知能情報工学科」の構成を変更する．
　なお，「知的システム工学科」は，ものづくりやものを動かすために知的な制御を伴う先進的なシステム開発のためのICT技術
及び機械技術（ロボティクス等）を修得する課程であるのに対し，「知能情報工学科」は，データやメディアを駆使して新しい価
値を創造する情報システムの実現を目指し，知能を高度化する情報処理技術（人工知能・データ科学等）を修得する課程である．

　（教育課程の特色）
　改組後の教育課程では，学生は入学時に学科を決めるのではなく，共通教育として1年間は情報工学部の学生として必要な知
識・スキルを身につける．その過程において，学生は情報工学における学問分野の興味や自身の専門適性を判断し，2年生への進
級時に学科・コース選択を行う．物事を理解・判断するための知能を高度化する情報処理技術を修得する課程である「知能情報工
学科」は，３つの類に分けた学部入学試験により，理数系科目に興味があり，特に数学に関して高い能力と関心をもって入学して
きた学生を中心に，言葉や映像など様々なメディアを通して，人とコンピュータが協調する新しい情報システムの実現に意欲的に
取組みたい学生を対象に教育を行う．
　情報工学部全体に共通の教養科目として，人文社会系科目，語学系科目に加え，グローバル教養科目を用意する．更に基礎科目
として，数学や理科などの自然科学科目と情報系科目を用意する．情報系基礎科目では，コンピュータのハードウェアの基礎を修
得するための「計算機システムⅠ＆Ⅱ」，ソフトウェアの基礎を修得するためのプログラミング演習付科目である「プログラミン
グ」，「データ構造とアルゴリズム」，「プログラム設計」，最新の情報工学分野の展開に対応した「ネットワーク通信基礎」と
「情報セキュリティ概論」を学部共通の情報系の基礎的な必修科目群としている．さらに，情報の数理的基礎を修得するために，
「離散数学Ⅰ＆Ⅱ」と「オートマトンと言語理論」を必修としている．情報技術者科目では，必修科目の「情報技術者倫理」をは
じめ，選択科目群として「情報職業論」，「知的財産概論」，「情報関連法規」，「インターンシップ」などを用意する．これら
を修得することで，情報技術者として情報システムを開発・運用するための基本的能力を身につけることができる．
　今回の改組に伴い再編される「知能情報工学科」は，物事を理解・判断するための知能を高度化する情報処理技術を修得するた
め，学科共通の専門科目群として情報システム構築に必要なコンピュータ関連科目に加えて，「データ解析」，「人工知能基
礎」，「コンピュータグラフィックスＡ」などの科目を設定し，専門科目群が異なる「データ科学コース」，「人工知能コー
ス」，「メディア情報学コース」の３コースを設けそれぞれのコースで専門科目を設定する．各コースは以下のような特色を持
つ．
(1) 「データ科学コース」では，さまざまなデータから規則や知識を抽出するための情報処理，アルゴリズム，人工知能，数理統
計などに基づいた手法を開発し，それらを効率化，高精度化，汎用化する能力を身に付けることで，データ科学に総合的に取り組
むことができる技術者を養成するように教育課程を編成する．
(2) 「人工知能コース」では，人工知能の基礎となる問題解決・探索・知識表現・プランニング・推論・自然言語処理などの知識
を身に付け，学習や論理プログラムなどの技術も利活用して，人の意図を理解し，人と対話できる知的情報処理システムを開発で
きる技術者を養成するように教育課程を編成する．
(3) 「メディア情報学コース」では，音声・画像・動画など様々なメディアを処理する知識や技術を身に付け，メディアの認識・
理解，VRやARを用いた高度なユーザインタフェース，コンピュータグラフィックスやコンピュータビジョンの応用技術を含む情報
処理システムを開発できる技術者を養成するように教育課程を編成する．
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卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

〔共通〕
教養教育科目２０単位（人文社会科目６単位，グローバル教養科目４単位，
選択必修英語科目６単位，初修外国語科目２単位，選択必修英語科目・選択
英語科目・初修外国語科目から左に加え２単位）
〔データ科学コース〕
必修科目７８単位，基礎科目の選択必修科目から２単位以上，専門科目の選
択必修科目から８単位以上を修得し，１２４単位以上修得すること。
※専門科目のうち，データ科学コースの必修科目：データベース，計算理
論，情報理論，人工知能プログラミング，人工知能論理，最適化，データ解
析，データ圧縮
※基礎科目のうち，選択必修科目：微分方程式，電磁気学Ⅰ
※専門科目のうち，データ科学コースの選択必修科目：計算機アーキテク
チャ，応用数学，信号処理，プログラミング言語処理系，オペレーティング
システム，自然言語処理，コンピュータグラフィックスA，コンピュータビ
ジョンA，人工知能応用
〔人工知能コース〕
必修科目７０単位，基礎科目の選択必修科目から２単位以上，専門科目の選
択必修科目から１６単位以上を修得し，１２４単位以上修得すること。
※専門科目のうち，人工知能コースの必修科目：人工知能プログラミング，
自然言語処理，人工知能論理，人工知能応用
※基礎科目のうち，選択必修科目：微分方程式、電磁気学Ⅰ
※専門科目のうち，人工知能コースの選択必修科目：計算機アーキテク
チャ，応用数学，データベース，計算理論，信号処理，プログラミング言語
処理系，オペレーティングシステム，情報理論，メディア処理，最適化，ソ
フトウェア工学，コンピュータグラフィックスA，コンピュータビジョンA，
データ解析，データ圧縮
〔メディア情報学コース〕
必修科目７７単位，基礎科目の選択必修科目から２単位以上，専門科目の選
択必修科目から９単位以上を修得し，１２４単位以上修得すること。
※専門科目のうち，メディア情報学コースの必修科目：データベース，信号
処理，オペレーティングシステム，情報理論，メディア処理，自然言語処
理，コンピュータグラフィックスA，コンピュータビジョンA
※基礎科目のうち，選択必修科目：微分方程式，電磁気学Ⅰ
※専門科目のうち，メディア情報学コースの選択必修科目：計算機アーキテ
クチャ，応用数学，計算理論，プログラミング言語処理系，人工知能プログ
ラミング，最適化，ソフトウェア工学，人工知能応用，データ解析

（履修科目の登録の上限：４４単位（年間））

1学年の学期区分 2学期

1学期の授業期間 15週

1時限の授業時間 90分
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1年

前期 後期

2年

前期 後期

3年

前期 後期

4年

前期 後期

プログラミング
データ構造と
アルゴリズム

プログラム設計

プログラミング
言語処理系

オートマトンと
言語処理

アルゴリズム設計 計算理論

計算機システムⅠ 計算機システムⅡ

情報セキュリティ
概論

ネットワーク
通信基礎

論理回路

計算機
アーキテクチャ

データベース

オペレーティング
システム

A

人工知能基礎

信号処理

人工知能
プログラミング

人工知能論理

最適化

データ解析

データ圧縮

メディア処理

自然言語処理

コンピュータ
グラフィックスＡ

コンピュータ
ビジョンＡ

人工知能応用

B

オブジェクト指向
プログラミング

ソフトウェア工学
組み込み

プログラミング

組み込みシステム
技術概論

インターンシップ, 長期インターンシップ（国内企業での就業体験実施）
海外インターンシップ実習（海外企業での就業体験実施）

海外研修Ⅰ・Ⅱ（海外大学・研究機関での研修）

解析Ⅰ・同演習

線形代数Ⅰ

解析Ⅱ

線形代数Ⅱ・
同演習

微分方程式 応用数学

力学Ⅰ 電磁気学Ⅰ

化学Ⅰ

生物学Ⅰ

離散数学Ⅰ 離散数学Ⅱ 確率・統計 情報理論

D
E
F

キャリア形成概論

知的財産概論 情報技術者倫理

情報関連法規

情報職業論

情報産業職業論産業組織論

G

C

情報工学概論 情報工学基礎実験
知能情報工学
実験演習Ⅰ

知能情報工学
実験演習Ⅱ

知能情報工学
プロジェクト

卒業研究

知能情報工学
基礎実験

教養教育院開講科目

： 全コース必修科目（特に重要な位置付けの科目） ： それ以外の科目

別紙１ 知能情報工学科の授業科目の流れ

学科共通ディプロマポリシー
【専門基礎知識・理解】 技術者に必要な基礎学力と情報科学・知能情報工学の専門分野に関係する幅広い技術と知識を修得している。
【多様性ある文化等の知識・理解】 多様な価値観・伝統・制度を有する社会及び文化に関して深く理解できる。
【工学・技術と社会関連知識・理解】 情報科学・情報工学の技術、特に知能情報工学が社会で果たす役割を理解できる。
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1年

前期 後期

2年

前期 後期

3年

前期 後期

4年

前期 後期

プログラミング
データ構造と
アルゴリズム

プログラム設計

プログラミング
言語処理系

オートマトンと
言語処理

アルゴリズム設計 計算理論

計算機システムⅠ 計算機システムⅡ

情報セキュリティ
概論

ネットワーク
通信基礎

論理回路

計算機
アーキテクチャ

データベース

オペレーティング
システム

A

人工知能基礎

信号処理

人工知能
プログラミング

人工知能論理

最適化

データ解析

データ圧縮

メディア処理

自然言語処理

コンピュータ
グラフィックスＡ

コンピュータ
ビジョンＡ

人工知能応用

B

オブジェクト指向
プログラミング

ソフトウェア工学
組込み

プログラミング

組込みシステム
技術概論

インターンシップ, 長期インターンシップ（国内企業での就業体験実施）
海外インターンシップ実習（海外企業での就業体験実施）

海外研修Ⅰ・Ⅱ（海外大学・研究機関での研修）

解析Ⅰ・同演習

線形代数Ⅰ

解析Ⅱ

線形代数Ⅱ・
同演習

微分方程式 応用数学

力学Ⅰ 電磁気学Ⅰ

化学Ⅰ

生物学Ⅰ

離散数学Ⅰ 離散数学Ⅱ 確率・統計 情報理論

D
E
F

キャリア形成概論

知的財産概論 情報技術者倫理

情報関連法規

情報職業論

情報産業職業論産業組織論

G

C

情報工学概論 情報工学基礎実験
知能情報工学
実験演習Ⅰ

知能情報工学
実験演習Ⅱ

知能情報工学
プロジェクト

卒業研究

知能情報工学
基礎実験

教養教育院開講科目

データ科学コースの授業科目の流れ

【養成する技術者像】データ科学コース

さまざまなデータから規則や知識を抽出するための情報処理，アルゴリズム，人工知能，数理統計などに基づいた手法を開発し，それらを
効率化，高精度化，汎用化する能力を身に付けることで，データ科学に総合的に取り組むことができる技術者を養成する。

□：必修科目 □：選択必修科目
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1年

前期 後期

2年

前期 後期

3年

前期 後期

4年

前期 後期

プログラミング
データ構造と
アルゴリズム

プログラム設計

プログラミング
言語処理系

オートマトンと
言語処理

アルゴリズム設計 計算理論

計算機システムⅠ 計算機システムⅡ

情報セキュリティ
概論

ネットワーク
通信基礎

論理回路

計算機
アーキテクチャ

データベース

オペレーティング
システム

A

人工知能基礎

信号処理

人工知能
プログラミング

人工知能論理

最適化

データ解析

データ圧縮

メディア処理

自然言語処理

コンピュータ
グラフィックスＡ

コンピュータ
ビジョンＡ

人工知能応用

B

オブジェクト指向
プログラミング

ソフトウェア工学
組込み

プログラミング

組込みシステム
技術概論

インターンシップ, 長期インターンシップ（国内企業での就業体験実施）
海外インターンシップ実習（海外企業での就業体験実施）

海外研修Ⅰ・Ⅱ（海外大学・研究機関での研修）

解析Ⅰ・同演習

線形代数Ⅰ

解析Ⅱ

線形代数Ⅱ・
同演習

微分方程式 応用数学

力学Ⅰ 電磁気学Ⅰ

化学Ⅰ

生物学Ⅰ

離散数学Ⅰ 離散数学Ⅱ 確率・統計 情報理論

D
E
F

キャリア形成概論

知的財産概論 情報技術者倫理

情報関連法規

情報職業論

情報産業職業論産業組織論

G

C

情報工学概論 情報工学基礎実験
知能情報工学
実験演習Ⅰ

知能情報工学
実験演習Ⅱ

知能情報工学
プロジェクト

卒業研究

知能情報工学
基礎実験

教養教育院開講科目

人工知能コースの授業科目の流れ

【養成する技術者像】人工知能コース

人工知能の基礎となる問題解決・探索・知識表現・プランニング・推論・自然言語処理などの知識を身に付け，学習や論理プログラムなど
の技術も利活用して，人の意図を理解し，人と対話できる知的情報処理システムを開発できる技術者を養成する。

□：必修科目 □：選択必修科目
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1年

前期 後期

2年

前期 後期

3年

前期 後期

4年

前期 後期

プログラミング
データ構造と
アルゴリズム

プログラム設計

プログラミング
言語処理系

オートマトンと
言語処理

アルゴリズム設計 計算理論

計算機システムⅠ 計算機システムⅡ

情報セキュリティ
概論

ネットワーク
通信基礎

論理回路

計算機
アーキテクチャ

データベース

オペレーティング
システム

A

人工知能基礎

信号処理

人工知能
プログラミング

人工知能論理

最適化

データ解析

データ圧縮

メディア処理

自然言語処理

コンピュータ
グラフィックスＡ

コンピュータ
ビジョンＡ

人工知能応用

B

オブジェクト指向
プログラミング

ソフトウェア工学
組込み

プログラミング

組込みシステム
技術概論

インターンシップ, 長期インターンシップ（国内企業での就業体験実施）
海外インターンシップ実習（海外企業での就業体験実施）

海外研修Ⅰ・Ⅱ（海外大学・研究機関での研修）

解析Ⅰ・同演習

線形代数Ⅰ

解析Ⅱ

線形代数Ⅱ・
同演習

微分方程式 応用数学

力学Ⅰ 電磁気学Ⅰ

化学Ⅰ

生物学Ⅰ

離散数学Ⅰ 離散数学Ⅱ 確率・統計 情報理論

D
E
F

キャリア形成概論

知的財産概論 情報技術者倫理

情報関連法規

情報職業論

情報産業職業論産業組織論

G

C

情報工学概論 情報工学基礎実験
知能情報工学
実験演習Ⅰ

知能情報工学
実験演習Ⅱ

知能情報工学
プロジェクト

卒業研究

知能情報工学
基礎実験

教養教育院開講科目

メディア情報学コースの授業科目の流れ

【養成する技術者像】メディア情報学コース
音声・画像・動画など様々なメディアを処理する知識や技術を身に付け，メディアの認識・理解，VRやARを用いた高度なユーザインタフェー

ス，コンピュータグラフィックスやコンピュータビジョンの応用技術を含む情報処理システムを開発できる技術者を養成する。

□：必修科目 □：選択必修科目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

解析Ⅰ・同演習 1前 2 ○ 兼1 ※講義

線形代数Ⅰ 1前 2 ○ 1
離散数学Ⅰ 1前 2 ○ 1
解析Ⅱ 1後 2 ○ 1
線形代数Ⅱ・同演習 1後 2 ○ 兼1 ※講義

離散数学Ⅱ 1後 2 ○ 兼1

確率・統計 2前 2 ○ 1
微分方程式 2前 2 ○ 1
力学Ⅰ 1前 2 ○ 兼1

電磁気学Ⅰ 1後 2 ○ 兼1

化学Ⅰ 1後 2 ○ 兼1

生物学Ⅰ 1後 2 ○ 兼1

小計（12科目） － 16 8 0 － 2 1 0 0 0 兼7 －

情報工学基礎実験 1後 1 ○ 兼1

プログラミング 1前 3 ○ 1 ※講義

計算機システムⅠ 1前 2 ○ 1
情報工学概論 1前 1 ○ 1
データ構造とアルゴリズム 1後 2 ○ 1
計算機システムⅡ 1後 2 ○ 1
情報セキュリティ概論 1前 1 ○ 1
プログラム設計 2前 2 ○ 1
ネットワーク通信基礎 2前 2 ○ 1
オートマトンと言語理論 1後 2 ○ 1
小計（10科目） － 18 0 0 － 5 4 0 0 0 兼1 －

知的財産概論 2後 2 ○ 兼2 複数教員・オム
ニバス

キャリア形成概論 2後 2 ○ 兼15 オムニバス

情報技術者倫理 3前 2 ○ 兼1 オムニバス

情報関連法規 3前 2 ○ 兼1

情報職業論 3前 2 ○ 兼1

産業組織論 3前 2 ○ 兼1

情報産業職業論 3後 2 ○ 兼1

インターンシップ 1・2・3・4 1 ○ 1
長期インターンシップ 1・2・3・4 2 ○ 1
海外研修Ⅰ 1・2・3・4 1 ○ 1 兼7

海外研修Ⅱ 1・2・3・4 2 ○ 1 兼7

海外インターンシップ実習 1・2・3・4 2 ○ 1 兼7

小計（12科目） － 2 20 0 － 2 0 0 0 0 兼29 －

論理設計 2前 2 ○ 1
計算機アーキテクチャ 2前 2 ○ 1
アルゴリズム設計 2前 2 ○ 1
情報通信工学実験Ⅰ 2前 2 ○ 10 11 4

情報通信工学実験Ⅱ 2後 2 ○ 2 1 複数教員・複数
クラス

ネットワークアーキテクチャ 2後 2 ○ 1
データベース 2後 2 ○ 1
電気回路 2後 2 ○ 1
オブジェクト指向プログラミング 2後 3 ○ 1 ※講義

ディジタル信号処理 2後 2 ○ 1

教
養
教
育
科
目

（

全
学
共
通
）

（別紙参照）

授業科目の名称

自
然
科
学
基
礎
科
目

専
　
門
　
科
　
目

情
報
技
術
者
科
目

基
　
礎
　
科
　
目

情
報
系
基
礎
科
目

（別添２－２）

教 育 課 程 等 の 概 要

（情報工学部　情報・通信工学科）

科目
区分

配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

九州工業大学（情）-12



プログラミング言語処理系 2後 2 ○ 1
応用数学 2後 2 ○ 1

情報通信工学実験Ⅲ 3前 2 ○ 10 11 4 複数教員・複数
クラス

オペレーティングシステム 3前 2 ○ 1
ソフトウェア工学 3前 2 ○ 1
情報理論 3前 2 ○ 1
通信理論 3前 2 ○ 1
ネットワークプログラミング 3前 2 ○ 1
信号処理回路 3前 2 ○ 1
信号処理システム 3前 2 ○ 1
最適化 3前 2 ○ 1

情報通信工学プロジェクト研究 3後 4 ○ 10 11 4 複数教員・複数
クラス

並列・分散システム 3後 2 ○ 1
ソフトウェア設計演習 3後 3 ○ 1 ※講義

システムアーキテクチャ 3後 2 ○ 1
組込みプログラミング 3後 2 ○ 1
プロジェクトマネジメント 3後 2 ○ 1
デジタルコンテンツ 3後 2 ○ 1
集積化システム設計 3後 2 ○ 兼1

半導体情報工学 3後 2 ○ 兼1

情報セキュリティ 3後 2 ○ 1
集積化システム設計演習 4前 1 ○ 1
ディジタルシステム設計 4前 2 ○ 1
卒業研究 4通 8 ○ 10 11 4
特別卒業研究 4通 (8) ○ 10 11 4 早期卒業科目

－ 24 53 0 10 11 0 4 0 兼2 －

実践英語１０１ 1前 1 ○ 兼1

実践英語１０２ 1後 1 ○ 兼1

実践英語２０１ 2前 1 ○ 兼1

実践英語２０２ 2後 1 ○ 兼1

異文化間コミュニケーション論 1・2 1 ○ 兼1

デザインシンキング概論 3･4前 1 ○ 兼1

デシジョンメイキング概論 3･4前 1 ○ 兼1

海外研修Ⅰ（再掲）

海外研修Ⅱ（再掲）

Computer Literacy 2･3後 1 ○ 兼1

－ 0 1 7 0 0 0 0 0 兼8 －

－ 60 82 7 10 11 0 4 0 兼47 －合計（77科目） －

－

小計（35科目） －

小計（10科目）

Ｉ
Ｉ
Ｆ
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

学位又は称号 　学士（情報工学） 学位又は学科の分野 　工学関係

設置の趣旨・必要性
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Ⅱ　教育課程編成の考え方・特色
　（教育課程の基本的な考え方）
　「情報・通信工学科」では，人・物（センサー／アクチュエータ）・情報が相互に連携し協調する次世代スマート社会を支える
ために必要となるコンピュータ（ハードウェア・ソフトウェア）と情報通信ネットワークを深く理解し，総合的な情報システムを
設計・開発・運用する能力を持つ技術者を養成する．
　学科のディプロマポリシーは，以下のとおりである．
【専門基礎知識・理解】ハードウェアとソフトウェアのコンピュータ技術と情報通信技術に関係する幅広い技術と知識を修得して
いる．
【多様性ある文化等の知識・理解】多様な価値観・伝統・制度を持った文化に関して深く理解できる．
【工学・技術と社会関連知識・理解】情報科学・情報工学が社会で果たす役割を理解できる．
　そのための教育課程を，全学共通の教養教育科目，情報工学部の全学科で共通の情報系科目と自然科学系科目を中心とした基礎
科目，情報技術者としての情報技術者科目，および，学科内の３コース共通または各コースで独自の専門科目により構成する．全
学科で共通の基盤として情報システムを開発・運用するための基本的能力を身につけるため，情報系基礎科目では，コンピュータ
のハードウェアの基礎，ソフトウェアの基礎，ネットワーク通信と情報セキュリティの基礎，および情報の数理的基礎を修得する
課程としている．また，情報技術者としてのキャリア形成や実務に有用な知識や振る舞いを身につけるため，情報技術者科目で
は，技術者倫理，知的財産，情報関連法規などを学ぶ．そのうえで，専門科目では，高度なICT利活用を伴う情報システムを設
計・構築・運用する能力を身につけるため，情報システム構築に必要なソフトウェアデザイン，ネットワーク通信技術，および，
コンピュータ工学などに関連する科目を学ぶ．なお，専門科目には，データベース等の情報応用技術に関する科目や半導体などの
電子分野の科目を中心に他学科の担当教員が開講する授業科目も含んでいる．
　情報・通信工学科の学習・教育到達目標は以下のとおりであり，対応する科目の関連を別紙２に示す．
(A) 広い視野と深い教養を備え，国際性と社会性を備えた豊かな人間 (技術に堪能な士君子) を形成する．（教養，及び，倫理）
(B) 自然科学に対する理解を深め，情報科学，数学，物理学等の基礎学力を育成する．（理系基礎学力）
(C) 情報工学，コンピュータネットワーク（情報通信）の知識や技術の基礎的な素養を深め，応用に関する専門性を獲得する．
（専門的知識及び応用力）
(D) 課題に対して，さまざまな知識を統合して創造的に解決できる方法を探る能力を養う．（創造的問題解決能力）
(E) 制約条件の下に自ら計画を立てて継続的に学習し，結果をまとめ上げることができる能力を養う．（計画遂行能力）
(F) 論理的な記述力，口頭発表力，対話力などのコミュニケーション能力をつける．（コミュニケーション能力）
(G) 集団における役割認識や状況に応じた自主的行動力などの，チームにおいて協調して問題解決を行う能力を養う．（チーム
ワーク力）

Ⅰ　設置の趣旨・必要性
　（背景）
　九州工業大学は，「技術に堪能なる士君子」の養成の基本理念のもと教育研究に取り組み，その成果を通じて社会に貢献してき
た．情報工学部は，昭和６１年に我が国の国立大学で唯一の学部として創設され，現在は「知能情報工学科」，「電子情報工学
科」，「システム創成情報工学科」，「機械情報工学科」，「生命情報工学科」の５学科で構成されている．この間，平成１７年
に我が国で最初に学部を構成するすべての学科がJABEE（日本技術者教育認定機構）からの認定を獲得するなど，教育の質の保証
を伴いながら，多くの人材を社会に輩出してきた．情報技術は急速に進化しながら産業界や一般社会への浸透が進む一方で，１８
歳人口の減少や大学の機能強化への対応が必要となり，こうした大学を取り巻く環境の変化は，情報工学部においても以下のよう
な課題をもたらしている．
　課題１　産業構造の変化や社会ニーズに柔軟に対応できる体制の構築
　課題２　学生の適性を見極めた専門分野の決定
　課題３　情報工学部の持っている特色を活かし，強みを強化
上記の課題に対して，入学時に配属学科が決まっている従来の学部システムや縦割りの学科の枠組では，学問分野の複合領域や境
界領域で発生する問題に柔軟かつ迅速に対応するには限界があり，効率良く課題を解決することが困難になっている．そこで今回
の改組計画では，学部の入試制度改革，共通教育改革等を伴いながら，学部を構成する学科を「知能情報工学科」，「情報・通信
工学科」，「知的システム工学科」，「物理情報工学科」，「生命化学情報工学科」の５学科に再編する．学科内の授業科目だけ
にとらわれないカリキュラム編成が可能なコース制の導入により，社会の変化に柔軟に対応できる体制を構築する．
（本学に設置する必要性）
　近年，「我が国の中長期を展望した科学技術イノベーション政策について（平成27年１月 科学技術・学術審議会）」，「理工
系人材育成戦略（平成27年3月 文部科学省）」および「第５期科学技術基本計画（平成28年1月 閣議決定）」などの政策提言や，
本学が実施した企業の求める人材に関する調査，情報工学部の過去の就職実績などは，いずれも情報工学部が輩出する人材需要の
高さを示している．また，国立大学のミッション再定義においては，本学の強みとして環境関連工学，高信頼集積回路，情報通信
ネットワーク，ロボティクスなどの分野が取り上げられており，今後，これらの教育研究分野の強化を通じて，なお一層の社会的
役割を果たしていくことが求められている．情報工学部では，新しい時代（超サイバー社会）やニーズ（ICT人材）に合わせて，
情報の基幹技術から応用技術までを既存の学問体系に固執することなく分野横断的に教育できる体制を構築する中で，「情報・通
信工学科」において，本学の強みである情報通信ネットワークや高信頼集積回路の教育研究に繋がるように，ソフトウエア工学，
情報通信ネットワーク，コンピュータ工学等をカバーする教育課程を編成する．
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卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

〔共通〕
教養教育科目２０単位（人文社会科目６単位，グローバル教養科目４単位，
選択必修英語科目６単位，初修外国語科目２単位，選択必修英語科目・選択
英語科目・初修外国語科目から左に加え２単位）

〔ソフトウェアデザインコース〕
必修科目６６単位，基礎科目の選択必修科目から２単位以上，専門科目の選
択必修科目から１２単位以上を修得し，１２４単位以上修得すること。
※専門科目のうち，ソフトウェアデザインコースの必修科目：データベー
ス，オペレーティングシステム，ソフトウェア工学
※基礎科目のうち，選択必修科目：微分方程式，電磁気学Ⅰ
※専門科目のうち，ソフトウェアデザインコースの選択必修科目：アルゴリ
ズム設計，オブジェクト指向プログラミング，プログラミング言語処理系，
情報理論，ネットワークプログラミング，並列・分散システム，ソフトウェ
ア設計演習，システムアーキテクチャ，組込みプログラミング，プロジェク
トマネジメント，情報セキュリティ
〔情報通信ネットワークコース〕
必修科目６６単位，基礎科目の選択必修科目から２単位以上，専門科目の選
択必修科目から１２単位以上を修得し，１２４単位以上修得すること。
※専門科目のうち，情報通信ネットワークコースの必修科目：電気回路，情
報理論，通信理論
※基礎科目のうち，選択必修科目：微分方程式，電磁気学Ⅰ
※専門科目のうち，情報通信ネットワークコースの選択必修科目：アルゴリ
ズム設計，データベース，オブジェクト指向プログラミング，ディジタル信
号処理，オペレーティングシステム，ネットワークプログラミング，信号処
理回路，信号処理システム，並列・分散システム，組込みプログラミング，
デジタルコンテンツ，情報セキュリティ
〔コンピュータ工学コース〕
必修科目６６単位，基礎科目の選択必修科目から２単位以上，専門科目の選
択必修科目から１２単位以上を修得し，１２４単位以上修得すること。
※専門科目のうち，コンピュータ工学コースの必修科目：電気回路，オペ
レーティングシステム，信号処理回路
※基礎科目のうち，選択必修科目：微分方程式，電磁気学Ⅰ
※専門科目のうち，コンピュータ工学コースの選択必修科目：アルゴリズム
設計，データベース，オブジェクト指向プログラミング，ディジタル信号処
理，ソフトウェア工学，情報理論，信号処理システム，最適化，並列・分散
システム，組込みプログラミング，集積化システム設計，情報セキュリティ

（履修科目の登録の上限：４４単位（年間））

1学年の学期区分 2学期

1学期の授業期間 15週

1時限の授業時間 90分

　（教育課程の特色）
　改組後の教育課程では，学生は入学時に学科を決めるのではなく，共通教育として1年間は情報工学部の学生として必要な知
識・スキルを身につける．その過程において，学生は情報工学における学問分野の興味や自身の専門適性を判断し，2年生への進
級時に学科・コース選択を行う．「情報・通信工学科」は，３つの類に分けた学部入学試験により，理数系科目に興味があり，特
に数学に関して高い能力と関心をもって入学してきた学生を中心に，コンピュータと通信について情報システムの設計・開発・運
用に興味をもつ学生を対象に教育を行う．
　情報工学部全体に共通の教養科目として，人文社会系科目，語学系科目に加え，グローバル教養科目を用意する．更に基礎科目
として，数学や理科などの自然科学科目と情報系科目を用意する．情報系基礎科目では，コンピュータのハードウェアの基礎を修
得するための「計算機システムⅠ＆Ⅱ」，ソフトウェアの基礎を修得するためのプログラミング演習付科目である「プログラミン
グ」，「データ構造とアルゴリズム」，「プログラム設計」，最新の情報工学分野の展開に対応した「ネットワーク通信基礎」と
「情報セキュリティ概論」を学部共通の情報系の基礎的な必修科目群としている．さらに，情報の数理的基礎を修得するために，
「離散数学Ⅰ＆Ⅱ」，「オートマトンと言語理論」を必修としている．情報技術者科目では，必修科目の「情報技術者倫理」をは
じめ，選択科目群として「情報職業論」，「知的財産概論」，「情報関連法規」，「インターンシップ」などを用意する．これら
を修得することで，情報技術者として情報システムを開発・運用するための基本的能力を身につけることができる．
　今回の改組に伴い再編される「情報・通信工学科」は，学科共通の専門科目群として情報システム構築に必要なコンピュータ関
連科目に加えて，「ソフトウェア工学」，「ネットワークアーキテクチャ」，「ネットワークプログラミング」などの科目を設定
し，専門科目群が異なる「ソフトウェアデザインコース」，「情報通信ネットワークコース」，「コンピュータ工学コース」の３
コースを設けそれぞれのコースで専門科目を設定する．各コースは以下のような特色を持つ．
(1) 「ソフトウェアデザインコース」では，社会における幅広い業務分野のエンタープライズ系情報システムや，それらを支える
基幹システムの開発，組み込みシステムなどのハードウェアと直接に関わるソフトウェア開発のプロジェクトの中核となるハード
ウェアも含めた幅広い情報工学に関する専門性を有するソフトウェア技術者を養成するように教育課程を編成する．
(2)「情報通信ネットワークコース」では，多様な有線・無線通信を行う情報ネットワーク・分散システムの各モデル階層の設
計・実装・制御・分析に必要な技術を習得し，情報・通信機器，通信システムあるいは通信ネットワークインフラおよび総合的な
情報システムの設計・開発・運用を行う技術者を養成するように教育課程を編成する．
(3)「コンピュータ工学コース」では，コンピュータの動作原理を理解し，その処理方式や構成方法に関する知識を身につけた上
で，コンピュータの心臓部をなすLSIの設計・開発，それらを応用した組み込み機器やコンピュータシステムの設計・開発，コン
ピュータを利用した効率的な問題解決手段の開発等を行うことができる技術者を養成するように教育課程を編成する．
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別紙２ 情報・通信工学科の授業科目の流れ 

 ：全コース必修科目（特に重要な位置づけの科目）  ：それ以外の科目 

学習・

教育到

達目標 

１年 ２年 ３年 ４年 

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 

A 

        

B 

        

C 

        

D 

E 

F 

G 

        

学科共通ディプロマポリシー 
【専門基礎知識・理解】 
 ハードウェアとソフトウェアのコンピュータ技術と情報通信技術に関係する幅広い技術と知識を修得している。 
【多様性ある文化等の知識・理解】  
 多様な価値観・伝統・制度を持った文化に関して深く理解できる。 
【工学・技術と社会関連知識・理解】  
 情報科学・情報工学が社会で果たす役割を理解できる。 

卒業研究 

インターンシップ, 長期インターンシップ（国内企業での就業体験実施） 

海外インターンシップ実習（海外企業での就業体験実施） 

海外研修 I・II（海外大学・研究機関での研修） 

情報技術者

倫理 

情報職業論

情報産業職

業論 

情報関連法規

産業組織論

解析 I・ 

同演習 

線形代数 I 

力学 I 

解析 II 

線形代数 II 

・同演習 

微分方程式

電磁気学 I 

化学 I 

生物学 I 

離散数学 I 離散数学 II 応用数学 

計算機 

システム I 

オートマトン 

と言語理論 

ネットワー

ク通信基礎 
情報セキュ

リティ概論 

計算機アー

キテクチャ

アルゴリズ

ム設計 
データベー

ス 

オブジェクト

志向プログラ

ミング 

プログラミン

グ言語処理系

オペレーティ

ングシステム

ソフトウェア

工学 

最適化 

ソフトウェア

設計演習 

システムアー

キテクチャ

組み込みプロ

グラミング

集積化システ

ム設計 

半導体情報工

学 

集積化システ

ム設計演習

ディジタル

システム設計

ネットワー

クアーキテ

クチャ 

情報理論 

通信理論 

信号処理 

回路 

信号処理 

システム 

並列分散シ

ステム 

デジタル 

コンテンツ

情報セキュ

リティ 

情報工学

概論 

情報工学基

礎実験 

情報通信

工学実験 I 

情報通信工

学実験 II 

情報通信工学

プロジェクト

研究 

教養教育院 開講科目  

キャリア 

形成概論 

確率・統計

プログラ 

ミング 
プログラム

設計 

データ構造と

アルゴリズム 

ディジタル

信号処理 

ネットワーク

プログラミング

情報通信工

学実験 III

論理設計 

プロジェクト

マネジメント

計算機 

システム II 

電気回路 

知的財産 

概論 

九州工業大学（情）-16



 
ソフトウェアデザインコースの授業科目の流れ 

□：必修科目 □：選択必修科目 

学習・

教育到

達目標 

１年 ２年 ３年 ４年 

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 

A 

        

B 

        

C 

        

D 

E 

F 

G 

        

 
【養成する技術者像】ソフトウェアデザインコース 

社会における幅広い業務分野のエンタープライズ系情報システムや，それらを支える基幹システムの開発，組み込みシステムなどのハードウェアと

直接に関わるソフトウェア開発のプロジェクトの中核となる，ハードウェアも含めた幅広い情報工学に関する専門性を有するソフトウェア技術者を養

成する課程。 

卒業研究 

インターンシップ, 長期インターンシップ（国内企業での就業体験実施） 

海外インターンシップ実習（海外企業での就業体験実施） 

海外研修 I・II（海外大学・研究機関での研修） 

情報技術者

倫理 

情報職業論

情報産業職

業論 

情報関連法規

産業組織論

解析 I・ 

同演習 

線形代数 I 

力学 I 

解析 II 

線形代数 II 

・同演習 

微分方程式

電磁気学 I 

化学 I 

生物学 I 

離散数学 I 離散数学 II 応用数学 

計算機 

システム I 

オートマトン 

と言語理論 

ネットワー

ク通信基礎 
情報セキュ

リティ概論 

計算機アー

キテクチャ

アルゴリズ

ム設計 
データベー

ス 

オブジェクト

志向プログラ

ミング 

プログラミン

グ言語処理系

オペレーティ

ングシステム

ソフトウェア

工学 

最適化 

ソフトウェア

設計演習 

システムアー

キテクチャ

組込みプログ

ラミング 

集積化システ

ム設計 

半導体情報工

学 

集積化システ

ム設計演習

ディジタル

システム設計

ネットワー

クアーキテ

クチャ 

情報理論 

通信理論 

信号処理 

回路 

信号処理 

システム 

並列・分散

システム 

デジタル 

コンテンツ

情報セキュ

リティ 

情報工学

概論 

情報工学基

礎実験 

情報通信

工学実験 I 

情報通信工

学実験 II 

情報通信工学

プロジェクト

研究 

教養教育院 開講科目  

キャリア 

形成概論 

確率・統計

プログラ 

ミング 
プログラム

設計 

データ構造と

アルゴリズム 

ディジタル

信号処理 

ネットワーク

プログラミング

情報通信工

学実験 III

論理設計 

プロジェクト

マネジメント

計算機 

システム II 

電気回路 

知的財産 

概論 
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情報通信ネットワークコースの授業科目の流れ 

□：必修科目 □：選択必修科目 

学習・

教育到

達目標 

１年 ２年 ３年 ４年 

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 

A 

        

B 

        

C 

        

D 

E 

F 

G 

        

 
【養成する技術者像】情報通信ネットワークコース 

多様な有線・無線通信を行う情報ネットワーク・分散システムの各モデル階層の設計・実装・制御・分析に必要な技術を習得し，情報・通信機器，

通信システムあるいは通信ネットワークインフラおよび総合的な情報システムの設計・開発・運用を行う技術者を養成する課程。 

卒業研究 

インターンシップ, 長期インターンシップ（国内企業での就業体験実施） 

海外インターンシップ実習（海外企業での就業体験実施） 

海外研修 I・II（海外大学・研究機関での研修） 

情報技術者

倫理 

情報職業論

情報産業職

業論 

情報関連法規

産業組織論

解析 I・ 

同演習 

線形代数 I 

力学 I 

解析 II 

線形代数 II 

・同演習 

微分方程式

電磁気学 I 

化学 I 

生物学 I 

離散数学 I 離散数学 II 応用数学 

計算機 

システム I 

オートマトン 

と言語理論 

ネットワー

ク通信基礎 
情報セキュ

リティ概論 

計算機アー

キテクチャ

アルゴリズ

ム設計 
データベー

ス 

オブジェクト

志向プログラ

ミング 

プログラミン

グ言語処理系

オペレーティ

ングシステム

ソフトウェア

工学 

最適化 

ソフトウェア

設計演習 

システムアー

キテクチャ

組込みプログ

ラミング 

集積化システ

ム設計 

半導体情報工

学 

集積化システ

ム設計演習

ディジタル

システム設計

ネットワー

クアーキテ

クチャ 

情報理論 

通信理論 

信号処理 

回路 

信号処理 

システム 

並列・分散

システム 

デジタル 

コンテンツ

情報セキュ

リティ 

情報工学

概論 

情報工学基

礎実験 

情報通信

工学実験 I 

情報通信工

学実験 II 

情報通信工学

プロジェクト

研究 

教養教育院 開講科目  

キャリア 

形成概論 

確率・統計

プログラ 

ミング 
プログラム

設計 

データ構造と

アルゴリズム 

ディジタル

信号処理 

ネットワーク

プログラミング

情報通信工

学実験 III

論理設計 

プロジェクト

マネジメント

計算機 

システム II 

電気回路 

知的財産 

概論 
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コンピュータ工学コースの授業科目の流れ 

□：必修科目 □：選択必修科目 

学習・

教育到

達目標 

１年 ２年 ３年 ４年 

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 

A 

        

B 

        

C 

        

D 

E 

F 

G 

        

 
【養成する技術者像】コンピュータ工学コース 

コンピュータの動作原理を理解し，その処理方式や構成方法に関する知識を身につけた上で，コンピュータの心臓部をなす LSI の設計・開発，それ

らを応用した組み込み機器やコンピュータシステムの設計・開発，コンピュータを利用した効率的な問題解決手段の開発等を行うことができる技術者

を養成する課程。 

卒業研究 

インターンシップ, 長期インターンシップ（国内企業での就業体験実施） 

海外インターンシップ実習（海外企業での就業体験実施） 

海外研修 I・II（海外大学・研究機関での研修） 

情報技術者

倫理 

情報職業論

情報産業職

業論 

情報関連法規

産業組織論

解析 I・ 

同演習 

線形代数 I 

力学 I 

解析 II 

線形代数 II 

・同演習 

微分方程式

電磁気学 I 

化学 I 

生物学 I 

離散数学 I 離散数学 II 応用数学 

計算機 

システム I 

オートマトン 

と言語理論 

ネットワー

ク通信基礎 
情報セキュ

リティ概論 

計算機アー

キテクチャ

アルゴリズ

ム設計 
データベー

ス 

オブジェクト

志向プログラ

ミング 

プログラミン

グ言語処理系

オペレーティ

ングシステム

ソフトウェア

工学 

最適化 

ソフトウェア

設計演習 

システムアー

キテクチャ

組込みプログ

ラミング 

集積化システ

ム設計 

半導体情報工

学 

集積化システ

ム設計演習

ディジタル

システム設計

ネットワー

クアーキテ

クチャ 

情報理論 

通信理論 

信号処理 

回路 

信号処理 

システム 

並列・分散

システム 

デジタル 

コンテンツ

情報セキュ

リティ 

情報工学

概論 

情報工学基

礎実験 

情報通信

工学実験 I 

情報通信工

学実験 II 

情報通信工学

プロジェクト

研究 

教養教育院 開講科目  

キャリア 

形成概論 

確率・統計

プログラ 

ミング 
プログラム

設計 

データ構造と

アルゴリズム 

ディジタル

信号処理 

ネットワーク

プログラミング

情報通信工

学実験 III

論理設計 

プロジェクト

マネジメント

計算機 

システム II 

電気回路 

知的財産 

概論 
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

解析Ⅰ・同演習 1前 2 ○ 1 ※講義

線形代数Ⅰ 1前 2 ○ 1
離散数学Ⅰ 1前 2 ○ 兼1

解析Ⅱ 1後 2 ○ 1
線形代数Ⅱ・同演習 1後 2 ○ 1 ※講義

離散数学Ⅱ 1後 2 ○ 兼1

確率・統計 2前 2 ○ 1
微分方程式 2前 2 ○ 1
力学Ⅰ 1前 2 ○ 1
電磁気学Ⅰ 1後 2 ○ 兼1

化学Ⅰ 1後 2 ○ 兼1

生物学Ⅰ 1後 2 ○ 兼1

化学Ⅱ 2前 2 ○ 兼1

生物学Ⅱ 2前 2 ○ 兼1

小計（14科目） － 18 10 0 － 3 3 1 0 0 兼7 －

情報工学基礎実験 1後 1 ○ 1
プログラミング 1前 3 ○ 1 ※講義

計算機システムⅠ 1前 2 ○ 1
情報工学概論 1前 1 ○ 1
データ構造とアルゴリズム 1後 2 ○ 1
計算機システムⅡ 1後 2 ○ 1
情報セキュリティ概論 1前 1 ○ 1
プログラム設計 2前 2 ○ 1
ネットワーク通信基礎 2前 2 ○ 兼1

オートマトンと言語理論 1後 2 ○ 兼1

小計（10科目） － 16 2 0 － 5 2 0 0 0 兼2 －

知的財産概論 2後 2 ○ 兼2 複数教員・オム
ニバス

キャリア形成概論 2後 2 ○ 兼15 オムニバス

情報技術者倫理 3前 2 ○ 兼1 オムニバス

情報関連法規 3前 2 ○ 兼1

情報職業論 3前 2 ○ 兼1

産業組織論 3前 2 ○ 兼1

情報産業職業論 3後 2 ○ 兼1

インターンシップ 1・2・3・4 1 ○ 1
長期インターンシップ 1・2・3・4 2 ○ 1
海外研修Ⅰ 1・2・3・4 1 ○ 1 兼7

海外研修Ⅱ 1・2・3・4 2 ○ 1 兼7

海外インターンシップ実習 1・2・3・4 2 ○ 1 兼7

小計（12科目） － 2 20 0 － 2 0 0 0 0 兼29 －

電気回路Ⅰ 2前 2 ○ 1

ロボティクス基礎 2前 2 ○ 1 複数教員・複数
クラス

システム制御基礎 2前 2 ○ 1 複数教員・複数
クラス

機械システム基礎 2前 1 ○ 1 複数教員・複数
クラス

熱力学 2前 2 ○ 1
構造システムの基礎Ⅰ 2前 2 ○ 1

知的システム工学実験演習Ⅰ 2前 1 ○ 10 13 1 1 複数教員・複数
クラス

専
　
門
　
科
　
目

情
報
技
術
者
科
目

情
報
系
基
礎
科
目

基
　
礎
　
科
　
目

教
養
教
育
科
目

（

全
学
共
通
）

（別紙参照）

自
然
科
学
基
礎
科
目

（別添２－２）

教 育 課 程 等 の 概 要

（情報工学部　知的システム工学科）

科目
区分

配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考授業科目の名称
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知的システム工学実験演習Ⅱ 2後 1 ○ 10 13 1 1 複数教員・複数
クラス

応用数学 2後 2 ○ 1
ダイナミクス 2後 2 ○ 1
構造システムの基礎Ⅱ 2後 2 ○ 1
信号処理 2後 2 ○ 1
組込システム 2後 2 ○ 1
数値計算 2後 2 ○ 1
画像工学Ⅰ 2後 2 ○ 1
現代制御論 2後 2 ○ 1

知的システム工学実験演習Ⅲ 3前 1 ○ 10 13 1 1 複数教員・複数
クラス

古典制御論 3前 2 ○ 1
流体システム 3前 2 ○ 1
ロボティクス応用 3前 2 ○ 3
システム制御応用 3前 2 ○ 3
システム制御コンピューティング 3前 2 ○ 1
応力解析の基礎 3前 2 ○ 1

デザイン基礎 3前 1 ○ 4 7 1 複数教員・複数
クラス

マイクロシステム 3前 2 ○ 1
画像工学Ⅱ 3前 2 ○ 1
流動システム 3前 2 ○ 1

システムデザイン実践演習 3前 1 ○ 4 7 1 複数教員・複数
クラス

現代物理基礎 3前 2 ○ 1

知的システム工学実験演習Ⅳ 3後 1 ○ 10 13 1 1 複数教員・複数
クラス

パターン解析 3後 2 ○ 1
サーモダイナミックス 3後 2 ○ 1
機械システム演習 3後 1 ○ 1
システム同定 3後 2 ○ 1
計算力学の基礎 3後 2 ○ 1
計算熱流体工学 3後 2 ○ 兼1

システム計測 3後 2 ○ 1
システム生産加工学 3後 2 ○ 1
ロボット運動解析学 3後 2 ○ 1
システム最適論 3後 2 ○ 1
コントロール 3後 2 ○ 1
計算力学・演習 3後 2 ○ 1 2
メカトロ材料学 3後 2 ○ 1
メカノシステム 3後 2 ○ 1
卒業研究 4通 8 ○ 10 13 1
特別卒業研究 4通 (8) ○ 10 13 1 早期卒業科目

－ 22 66 0 10 13 1 1 0 兼1 －

実践英語１０１ 1前 1 ○ 兼1

実践英語１０２ 1後 1 ○ 兼1

実践英語２０１ 2前 1 ○ 兼1

実践英語２０２ 2後 1 ○ 兼1

異文化間コミュニケーション論 1・2 1 ○ 兼1

デザインシンキング概論 3･4前 1 ○ 兼1

デシジョンメイキング概論 3･4前 1 ○ 兼1

海外研修Ⅰ（再掲）

海外研修Ⅱ（再掲）

Computer Literacy 2･3後 1 ○ 兼1

－ 0 1 7 0 0 0 0 0 兼8 －

－ 58 99 7 10 13 1 1 0 兼47 －

小計（46科目） －

学位又は称号

Ｉ
Ｉ
Ｆ
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

小計（10科目） －

合計（90科目） －

　学士（情報工学） 学位又は学科の分野 　工学関係

九州工業大学（情）-21



設置の趣旨・必要性

Ⅰ　設置の趣旨・必要性
　（背景）
　九州工業大学は，「技術に堪能なる士君子」の養成の基本理念のもと教育研究に取り組み，その成果を通じて社会に貢献してき
た．情報工学部は，昭和６１年に我が国の国立大学で唯一の学部として創設され，現在は「知能情報工学科」，「電子情報工学
科」，「システム創成情報工学科」，「機械情報工学科」，「生命情報工学科」の５学科で構成されている．この間，平成１７年
に我が国で最初に学部を構成するすべての学科がJABEE（日本技術者教育認定機構）からの認定を獲得するなど，教育の質の保証
を伴いながら，多くの人材を社会に輩出してきた．情報技術は急速に進化しながら産業界や一般社会への浸透が進む一方で，１８
歳人口の減少や大学の機能強化への対応が必要となり，こうした大学を取り巻く環境の変化は，情報工学部においても以下のよう
な課題をもたらしている．
　課題１　産業構造の変化や社会ニーズに柔軟に対応できる体制の構築
　課題２　学生の適性を見極めた専門分野の決定
　課題３　情報工学部の持っている特色を活かし，強みを強化
上記の課題に対して，入学時に配属学科が決まっている従来の学部システムや縦割りの学科の枠組では，学問分野の複合領域や境
界領域で発生する問題に柔軟かつ迅速に対応するには限界があり，効率良く課題を解決することが困難になっている．そこで今回
の改組計画では，学部の入試制度改革，共通教育改革等を伴いながら，学部を構成する学科を「知能情報工学科」，「情報・通信
工学科」，「知的システム工学科」，「物理情報工学科」，「生命化学情報工学科」の５学科に再編する．学科内の授業科目だけ
にとらわれないカリキュラム編成が可能なコース制の導入により，社会の変化に柔軟に対応できる体制を構築する．

　（本学に設置する必要性）
　近年，「我が国の中長期を展望した科学技術イノベーション政策について（平成27年１月 科学技術・学術審議会）」，「理工
系人材育成戦略（平成27年3月 文部科学省）」および「第５期科学技術基本計画（平成28年1月 閣議決定）」などの政策提言や，
本学が実施した企業の求める人材に関する調査，情報工学部の過去の就職実績などは，いずれも情報工学部が輩出する人材需要の
高さを示している．また，国立大学のミッション再定義においては，本学の強みとして環境関連工学，高信頼集積回路，情報通信
ネットワーク，ロボティクスなどの分野が取り上げられており，今後，これらの教育研究分野の強化を通じて，なお一層の社会的
役割を果たしていくことが求められている．情報工学部では，新しい時代（超サイバー社会）やニーズ（ICT人材）に合わせて，
情報の基幹技術から応用技術までを既存の学問体系に固執することなく分野横断的に教育できる体制を構築する中で，「知的シス
テム工学科」において，本学の強みの一つであるロボティクスの教育研究に繋がるロボット工学，システム制御，機械工学等をカ
バーする教育課程を編成する．

Ⅱ　教育課程編成の考え方・特色
　（教育課程の基本的な考え方）
　「知的システム工学科」では，情報技術と機械技術が融合されて知的な制御が行われるロボット，インテリジェントカー，ス
マートグリッド，スマート工場などの先進的なシステムの開発などによって，社会情報システムと産業活動との間に新たなる繋が
りを生み出していけるような情報基盤技術と機械技術とを統合・包括できる技術者を養成する．
　学科のディプロマポリシーは，以下のとおりである．
【専門基礎知識・理解】ロボット工学、システム制御工学、機械工学、情報工学に関する技術を融合し、知的な制御が行われる先
進的システムを創出する幅広い技術と知識を修得している。
【多様性ある文化等の知識・理解】多様な価値観・伝統・制度を持った文化に関して深く理解すると同時に、豊かな国際性と人間
性を有している。
【工学・技術と社会関連知識・理解】ロボット工学、システム制御工学、機械工学および情報工学が社会で果たす役割を理解でき
る。
　そのための教育課程を，全学共通の教養教育科目，情報工学部の全学科で共通の情報系科目と自然科学系科目を中心とした基礎
科目，情報技術者としての情報技術者科目，および，学科内の３コース共通または各コースで独自の専門科目により構成する．全
学科で共通の基盤として情報システムを開発・運用するための基本的能力を身につけるため，情報系基礎科目では，コンピュータ
のハードウェアの基礎，ソフトウェアの基礎，ネットワーク通信と情報セキュリティの基礎，および情報の数理的基礎を修得する
課程としている．また，情報技術者としてのキャリア形成や実務に有用な知識や振る舞いを身につけるため，情報技術者科目で
は，技術者倫理，知的財産，情報関連法規などを学ぶ．そのうえで，専門科目では，知的な制御を伴う先進的なシステム開発のた
めのICT基盤技術とものづくり技術を統合・包括して活用する能力を身につけるため，情報系科目，ものづくり・システム系科
目，および知的システム構築の基礎となるそれらの融合科目を学ぶ．
　知的システム工学科の学習・教育到達目標は以下のとおりであり，対応する科目の関連を別紙３に示す．
(A) 複合的なエンジニアリング活動に携わる情報工学技術者として，文化，社会，自然を考慮しながら，広い視野と深い教養に基
づき，多面的に物事を考え，判断する能力，外国語によるコミュニケーション能力を育成する．
(B) 複合的なエンジニアリング活動において，産業・情報技術が社会や自然に及ぼす影響や効果，情報工学技術者が負う社会的責
任を十分に理解し，技術者論理に則って判断する能力を養う．
(C) 情報工学技術者が備えるべき数学，自然科学に関する基礎学力を養う．
(D) 知的システムを創成する情報工学技術者が備えるべき情報技術に関する専門的知識を修得させる．
(E) 知的システムを創成する高度なエンジニアリング活動において必要となる専門的知識を習得・深化させ，実践的な応用能力を
養う．
(F) 自主的に学習する能力を身に付けるとともに，複合的なエンジニアリング活動において必要となる論理的な記述力・口述力・
対話力などのコミュニケーション能力を養う．
(G) 複合的なエンジニアリング活動において，解決すべき問題を探求・認識・整理する能力，制約条件のもとで，問題を解決する
ための計画を立案，遂行，達成する能力およびチームで仕事をする能力を養う．

　なお，「知能情報工学科」は，データやメディアを駆使して新しい価値を創造する情報システムの実現を目指し，知能を高度化
する情報処理技術（人工知能等）を修得する課程であるのに対し，「知的システム工学科」は，ものづくりやものを動かすために
知的な制御を伴う先進的なシステム開発のためのICT技術及び機械技術（ロボティクス・システム制御等）を修得する課程であ
る．
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卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

〔共通〕
教養教育科目２０単位（人文社会科目６単位，グローバル教養科目４単位，
選択必修英語科目６単位，初修外国語科目２単位，選択必修英語科目・選択
英語科目・初修外国語科目から左に加え２単位）

〔ロボティクスコース〕
必修科目７２単位，基礎科目の選択必修科目から４単位以上，専門科目の選
択必修科目から１２単位以上を修得し，１２４単位以上修得すること。
※専門科目のうち，ロボティクスコースの必修科目：電気回路Ⅰ，ロボティ
クス基礎，ロボティクス応用，画像工学Ⅱ，パターン解析，ロボット運動解
析学，コントロール
※基礎科目のうち，選択必修科目：離散数学Ⅱ，化学Ⅰ，生物学Ⅰ，オート
マトンと言語理論
※専門科目のうち，ロボティクスコースの選択必修科目：応用数学，信号処
理，数値計算，現代制御論，流体システム，システム制御コンピューティン
グ，システム計測，システム生産加工学，システム最適論
〔システム制御コース〕
必修科目６６単位，基礎科目の選択必修科目から４単位以上，専門科目の選
択必修科目から１８単位以上を修得し，１２４単位以上修得すること。
※専門科目のうち，システム制御コースの必修科目：システム制御基礎，現
代制御論，システム制御応用，システム制御コンピューティング
※基礎科目のうち，選択必修科目：離散数学Ⅱ，化学Ⅰ，生物学Ⅰ，オート
マトンと言語理論
※専門科目のうち，システム制御コースの選択必修科目：電気回路Ⅰ，応用
数学，信号処理，数値計算，流体システム，画像工学Ⅱ，パターン解析，シ
ステム計測，システム生産加工学，ロボット運動解析学，システム最適論，
コントロール
〔先進機械コース〕
必修科目６９単位，基礎科目の選択必修科目から４単位以上，専門科目の選
択必修科目から１５単位以上を修得し，１２４単位以上修得すること。
※専門科目のうち，先進機械コースの必修科目：機械システム基礎，構造シ
ステムの基礎Ⅰ，構造システムの基礎Ⅱ，流体システム，デザイン基礎，シ
ステムデザイン実践演習，システム生産加工学
※基礎科目のうち，選択必修科目：離散数学Ⅱ，化学Ⅰ，生物学Ⅰ，オート
マトンと言語理論
※専門科目のうち，先進機械コースの選択必修科目：熱力学，応用数学，数
値計算，応力解析の基礎，流動システム，サーモダイナミックス，機械シス
テム演習，システム計測，計算力学・演習，メカトロ材料学，メカノシステ
ム

（履修科目の登録の上限：４４単位（年間））

1学年の学期区分 2学期

1学期の授業期間 15週

1時限の授業時間 90分

　（教育課程の特色）
　改組後の教育課程では，学生は入学時に学科を決めるのではなく，共通教育として1年間は情報工学部の学生として必要な知
識・スキルを身につける．その過程において，学生は情報工学における学問分野の興味や自身の専門適性を判断し，2年生への進
級時に学科・コース選択を行う．ものづくりやものを動かすための知的なシステムの構築を基礎から修得する課程である「知的シ
ステム工学科」は，３つの類に分けた学部入学試験により，理数系科目に興味があり，特に数学と理科のいずれにも能力と関心を
もって入学してきた学生を中心に，ICT技術と産業活動のつながりに興味をもち，未知の課題にも積極的に取組もうとする学生を
対象に教育を行う．
　情報工学部全体に共通の教養科目として，人文社会系科目，語学系科目に加え，グローバル教養科目を用意する．更に基礎科目
として，数学や理科などの自然科学科目と情報系科目を用意する．情報系基礎科目では，コンピュータのハードウェアの基礎を修
得するための「計算機システムⅠ＆Ⅱ」，ソフトウェアの基礎を修得するためのプログラミング演習付科目である「プログラミン
グ」，「データ構造とアルゴリズム」，「プログラム設計」，最新の情報工学分野の展開に対応した「ネットワーク通信基礎」と
「情報セキュリティ概論」を学部共通の情報系の必修科目群としている．さらに，情報の数理的基礎を修得するために，「離散数
学Ⅰ」を必修としている．情報技術者科目では，必修科目の「情報技術者倫理」をはじめ，選択科目群として「情報職業論」，
「知的財産概論」，「情報関連法規」，「インターンシップ」などを用意する．これらを修得することで，情報技術者として情報
システムを開発・運用するための基本的能力を身につけることができる．
　今回の改組に伴い再編される「知的システム工学科」は，ものづくりやものを動かすための知的なシステムの構築を基礎から学
ぶため，学科共通の専門科目群として「組込システム」や「画像工学」などの情報系科目，「ダイナミクス」や「マイクロシステ
ム」，「古典制御論」などのものづくり・システム系科目，さらに，それらの融合科目であり，ものづくりやものを動かすための
知的なシステムの構築の基礎となる「ロボティックス基礎」，「システム制御コンピューティング」，「デザイン基礎」などを設
定する．そして，それらの基礎科目を踏まえた専門科目群に応じて，「ロボティクスコース」，「システム制御コース」，「先進
機械コース」の３コースを設けそれぞれのコースで専門科目を設定する．各コースは以下のような特色を持つ．
(1)「ロボティクスコース」では，ロボットの知能化とともに，屋内，家庭，そして，介護の身近な環境や屋外で活動するサービ
スロボット，フィールドロボットの分野で，高度なロボティクスの総合的な応用技術と，社会的活動と繋がるICT基盤技術を統
合・包括できる技術者を養成するように教育課程を編成する．
(2)「システム制御コース」では，高度情報化社会を支えるシステムの設計・開発に寄与するため，制御工学や情報工学の知識や
技術を身に着け，ロボット，メカトロニクス，自動車，生物システム，輸送システム，医療，福祉，エネルギー，環境等の分野で
システム制御の技術を利活用できる技術者を養成するように教育課程を編成する．
(3)「先進機械コース」では，情報と機械を融合した先進的な機器，すなわち，環境調和型機器，医療・福祉機器，少子高齢化対
応機器などの開発により，情報と社会をつなぐインターフェイスとして，新しい日本の創成に寄与することのできる技術者を養成
するように教育課程を編成する．
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前期

1年 2年 3年

後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期
4年

応用数学

確率・統計

微分方程式

離散数学Ⅰ

解析Ⅱ
解析Ⅰ ・
同演習

教養教育院が設置する人文社会系科目群，教養教育院が設置する言語系科目群

線形代数Ⅱ
同演習

線形代数Ⅰ

A

B

C

D

E

F
G

情報技術者
倫理

知的財産概論

情報工学概論

海外インターンシップ実習（海外企業での就業体験実施），海外研修Ⅰ・Ⅱ （海外大学・研究機関での研修）

情報関連法規

産業組織論

離散数学Ⅱ

キャリア形成
概論

情報産業
職業論

情報職業論

電磁気学Ⅰ力学Ⅰ

化学Ⅰ

生物学Ⅰ

化学Ⅱ

生物学Ⅱ

データ構造と
アルゴリズム

プログラミング

オートマトンと
言語理論

プログラム
設計

計算機
システムⅡ

計算機
システムⅠ

ネットワーク
通信基礎

情報セキュリティ
概論

情報工学
基礎実験

知的システム工
学実験演習Ⅰ

知的システム工
学実験演習Ⅱ

知的システム工
学実験演習Ⅲ

知的システム工
学実験演習Ⅳ

卒業研究

インターンシップ，長期インターンシップ（国内企業での就業体験実施）

古典制御理論

ダイナミクス

構造システム
の基礎Ⅱ

流体システム

熱力学

メカノシステム

サーモ
ダイナミクス

画像工学Ⅰ

デザイン基礎

システム生産
加工学

数値計算

システム計測

流動システム

応力解析の
基礎

メカトロ材料学

計算力学・
演習

組込システム

マイクロ
システム

機械システム
基礎

システムデザイ
ン実践演習

機械システム
演習

専門基礎科目群 専門科目群

学部共通の基礎科目群

ロボット運動
解析学

コントロール

現代制御論

画像工学Ⅱ

パターン解析

信号処理 システム制御
コンピューティング

システム
最適論

ロボティクス
応用

システム制御
応用

電気回路Ⅰ

ロボティクス
基礎

システム制御
基礎

構造システム
の基礎Ⅰ

ロボティクスコース

システム制御コース

先進機械コース

全コース共通

別紙３ 知的システム工学科の授業科目の流れ

：
全
コ
ー
ス
必
修
科
目
（特
に
重
要
な
位
置
付
け
の
科
目
）

：そ
れ
以
外
の
科
目

学科共通ディプロマポリシー
【専門基礎知識・理解】 ロボット工学、システム制御工学、機械工学、情報工学に関する技術を融合し、知的な制御が行われる先進的システムを創出する幅広い技術と知識を修得している。
【多様性ある文化等の知識・理解】 多様な価値観・伝統・制度を持った文化に関して深く理解すると同時に、豊かな国際性と人間性を有している。
【工学・技術と社会関連知識・理解】 ロボット工学、システム制御工学、機械工学および情報工学が社会で果たす役割を理解できる。
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前期
1年 2年 3年

後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期
4年

応用数学

確率・統計

微分方程式

離散数学Ⅰ

解析Ⅱ
解析Ⅰ・
同演習

教養教育院が設置する人文社会系科目群，教養教育院が設置する言語系科目群

線形代数Ⅱ・
同演習

線形代数Ⅰ

A

B

C

D

E

F
G

情報技術者
倫理

知的財産概論

情報工学概論

海外インターンシップ実習（海外企業での就業体験実施），海外研修Ⅰ・Ⅱ （海外大学・研究機関での研修）

情報関連法規

産業組織論

離散数学Ⅱ

キャリア形成
概論

情報産業
職業論

情報職業論

電磁気学Ⅰ力学Ⅰ

化学Ⅰ

生物学Ⅰ

化学Ⅱ

生物学Ⅱ

データ構造と
アルゴリズム

プログラミング

オートマトンと
言語理論

プログラム
設計

計算機
システムⅡ

計算機
システムⅠ

ネットワーク
通信基礎

情報セキュリティ
概論

情報工学
基礎実験

知的システム工
学実験演習Ⅰ

知的システム工
学実験演習Ⅱ

知的システム工
学実験演習Ⅲ

知的システム工
学実験演習Ⅳ

卒業研究

インターンシップ，長期インターンシップ（国内企業での就業体験実施）

古典制御論

ダイナミクス

構造システム
の基礎Ⅱ

流体システム

熱力学

メカノシステム

サーモ
ダイナミクス

画像工学Ⅰ

デザイン基礎

システム生産
加工学

数値計算

システム計測

流動システム

応力解析の
基礎

メカトロ材料学

計算力学・
演習

組込システム

マイクロ
システム

機械システム
基礎

システムデザイ
ン実践演習

機械システム
演習

専門基礎科目群 専門科目群

学部共通の基礎科目群

ロボット運動
解析学

コントロール

現代制御論

画像工学Ⅱ

パターン解析

信号処理 システム制御
コンピューティング

システム
最適論

ロボティクス
応用

システム制御
応用

電気回路Ⅰ

ロボティクス
基礎

システム制御
基礎

構造システム
の基礎Ⅰ

ロボティクスコース

システム制御コース

先進機械コース

全コース共通

ロボティクスコースの授業科目の流れ

□
：
必
修
科
目

□
：選
択
必
修
科
目

【養成する技術者像】ロボティクスコース
ロボットの知能化とともに，屋内，家庭，そして，介護の身近な環境や屋外で活動するサービスロボット，フィールドロボットの分野で，高度なロボティクスの総合的な応用技術と，社会的活動と繋がるICT基盤技術を統合・包

括できる技術者を養成する課程。
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前期
1年 2年 3年

後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期
4年

応用数学

確率・統計

微分方程式

離散数学Ⅰ

解析Ⅱ
解析Ⅰ・
同演習

教養教育院が設置する人文社会系科目群，教養教育院が設置する言語系科目群

線形代数Ⅱ・
同演習

線形代数Ⅰ

A

B

C

D

E

F
G

情報技術者
倫理

知的財産概論

情報工学概論

海外インターンシップ実習（海外企業での就業体験実施），海外研修Ⅰ・Ⅱ （海外大学・研究機関での研修）

情報関連法規

産業組織論

離散数学Ⅱ

キャリア形成
概論

情報産業
職業論

情報職業論

電磁気学Ⅰ力学Ⅰ

化学Ⅰ

生物学Ⅰ

化学Ⅱ

生物学Ⅱ

データ構造と
アルゴリズム

プログラミング

オートマトンと
言語理論

プログラム
設計

計算機
システムⅡ

計算機
システムⅠ

ネットワーク
通信基礎

情報セキュリティ
概論

情報工学
基礎実験

知的システム工
学実験演習Ⅰ

知的システム工
学実験演習Ⅱ

知的システム工
学実験演習Ⅲ

知的システム工
学実験演習Ⅳ

卒業研究

インターンシップ，長期インターンシップ（国内企業での就業体験実施）

古典制御論

ダイナミクス

構造システム
の基礎Ⅱ

流体システム

熱力学

メカノシステム

サーモ
ダイナミクス

画像工学Ⅰ

デザイン基礎

システム生産
加工学

数値計算

システム計測

流動システム

応力解析の
基礎

メカトロ材料学

計算力学・
演習

組込システム

マイクロ
システム

機械システム
基礎

システムデザイ
ン実践演習

機械システム
演習

専門基礎科目群 専門科目群

学部共通の基礎科目群

ロボット運動
解析学

コントロール

現代制御論

画像工学Ⅱ

パターン解析

信号処理 システム制御
コンピューティング

システム
最適論

ロボティクス
応用

システム制御
応用

電気回路Ⅰ

ロボティクス
基礎

システム制御
基礎

構造システム
の基礎Ⅰ

ロボティクスコース

システム制御コース

先進機械コース

全コース共通

システム制御コースの授業科目の流れ

□
：
必
修
科
目

□
：選
択
必
修
科
目

【養成する技術者像】システム制御コース
高度情報化社会を支えるシステムの設計・開発に寄与するため，制御工学や情報工学の知識や技術を身に着け，ロボット，メカトロニクス，自動車，生物システム，輸送システム，医療，福祉，エネルギー，環境等の分野で

システム制御の技術を利活用できる技術者を養成する。
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前期
1年 2年 3年

後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期
4年

応用数学

確率・統計

微分方程式

離散数学Ⅰ

解析Ⅱ
解析Ⅰ・
同演習

教養教育院が設置する人文社会系科目群，教養教育院が設置する言語系科目群

線形代数Ⅱ・
同演習

線形代数Ⅰ

A

B

C

D

E

F
G

情報技術者
倫理

知的財産概論

情報工学概論

海外インターンシップ実習（海外企業での就業体験実施），海外研修Ⅰ・Ⅱ （海外大学・研究機関での研修）

情報関連法規

産業組織論

離散数学Ⅱ

キャリア形成
概論

情報産業
職業論

情報職業論

電磁気学Ⅰ力学Ⅰ

化学Ⅰ

生物学Ⅰ

化学Ⅱ

生物学Ⅱ

データ構造と
アルゴリズム

プログラミング

オートマトンと
言語理論

プログラム
設計

計算機
システムⅡ

計算機
システムⅠ

ネットワーク
通信基礎

情報セキュリティ
概論

情報工学
基礎実験

知的システム工
学実験演習Ⅰ

知的システム工
学実験演習Ⅱ

知的システム工
学実験演習Ⅲ

知的システム工
学実験演習Ⅳ

卒業研究

インターンシップ，長期インターンシップ（国内企業での就業体験実施）

古典制御論

ダイナミクス

構造システム
の基礎Ⅱ

流体システム

熱力学

メカノシステム

サーモ
ダイナミクス

画像工学Ⅰ

デザイン基礎

システム生産
加工学

数値計算

システム計測

流動システム

応力解析の
基礎

メカトロ材料学

計算力学・
演習

組込システム

マイクロ
システム

機械システム
基礎

システムデザイ
ン実践演習

機械システム
演習

専門基礎科目群 専門科目群

学部共通の基礎科目群

ロボット運動
解析学

コントロール

現代制御論

画像工学Ⅱ

パターン解析

信号処理 システム制御
コンピューティング

システム
最適論

ロボティクス
応用

システム制御
応用

電気回路Ⅰ

ロボティクス
基礎

システム制御
基礎

構造システム
の基礎Ⅰ

ロボティクスコース

システム制御コース

先進機械コース

全コース共通

先進機械コースの授業科目の流れ

□
：
必
修
科
目

□
：選
択
必
修
科
目

【養成する技術者像】先進機械コース
情報技術と機械技術を融合した先進的な機器，すなわち，マイクロ機器，環境調和型機器，医療・福祉機器，少子高齢化対応機器などの開発により，情報技術と社会をつなぐインターフェイスとして，新しい日本の創成に

寄与することのできる技術者を養成する。
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

解析Ⅰ・同演習 1前 2 ○ 兼1 ※講義

線形代数Ⅰ 1前 2 ○ 兼1
離散数学Ⅰ 1前 2 ○ 兼1
解析Ⅱ 1後 2 ○ 1
線形代数Ⅱ・同演習 1後 2 ○ 兼1 ※講義

離散数学Ⅱ 1後 2 ○ 兼1
確率・統計 2前 2 ○ 1
微分方程式 2前 2 ○ 1
力学 1前 2 ○ 1
電磁気学Ⅰ 1後 2 ○ 1
化学Ⅰ 1後 2 ○ 兼1
生物学Ⅰ 1後 2 ○ 兼1
化学Ⅱ 2前 2 ○ 兼1
生物学Ⅱ 2前 2 ○ 1
化学実験 2前 2 ○ 兼4
小計（15科目） － 22 8 0 － 4 2 0 0 0 兼10 －

情報工学基礎実験 1後 1 ○ 1
プログラミング 1前 3 ○ 兼1 ※講義

計算機システムⅠ 1前 2 ○ 兼1
情報工学概論 1前 1 ○ 1
データ構造とアルゴリズム 1後 2 ○ 兼1
計算機システムⅡ 1後 2 ○ 兼1
情報セキュリティ概論 1前 1 ○ 兼1
プログラム設計 2前 2 ○ 兼1
ネットワーク通信基礎 2前 2 ○ 兼1
オートマトンと言語理論 1後 2 ○ 兼1
小計（10科目） － 16 2 0 － 2 0 0 0 0 兼8 －

知的財産概論 2後 2 ○ 兼2 複数教員・オム
ニバス

キャリア形成概論 2後 2 ○ 兼15 オムニバス

情報技術者倫理 3前 2 ○ 1 兼1
複数教員・オム
ニバス

情報関連法規 3前 2 ○ 兼1
情報職業論 3前 2 ○ 兼1
産業組織論 3前 2 ○ 兼1
情報産業職業論 3後 2 ○ 兼1
インターンシップ 1・2・3・4 1 ○ 1
長期インターンシップ 1・2・3・4 2 ○ 1
海外研修Ⅰ 1・2・3・4 1 ○ 1 兼7

海外研修Ⅱ 1・2・3・4 2 ○ 1 兼7

海外インターンシップ実習 1・2・3・4 2 ○ 1 兼7

小計（12科目） － 2 20 0 － 3 0 0 0 0 兼29 －

電気システム回路Ⅰ 2前 2 ○ 1
熱力学 2前 2 ○ 1
物理数学 2前 2 ○ 1
物理情報工学実験Ⅰ 2前 2 ○ 1
応用数学 2後 2 ○ 1
電磁気学Ⅱ 2後 2 ○ 1 1 複数教員

量子力学 2後 2 ○ 1

（別添２－２）

教 育 課 程 等 の 概 要

（情報工学部　物理情報工学科）

科目
区分

配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

情
報
技
術
者
科
目

授業科目の名称

教
養
教
育
科
目

（

全
学
共
通
）

（別紙参照）

自
然
科
学
基
礎
科
目

基
　
礎
　
科
　
目

情
報
系
基
礎
科
目

専
　
門
　
科
　
目
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連続体物理学 2後 2 ○ 1
ネットワークプログラミングＰ 2後 2 ○ 1
電気システム回路Ⅱ 2後 2 ○ 1
光学・波動 2後 2 ○ 1
生物物理学 2後 2 ○ 1
データーベース 2後 2 ○ 兼1
物理情報工学実験Ⅱ 2後 2 ○ 1
物理化学演習 2後 2 ○ 兼2 複数教員

電子物理情報実験 3前 2 ○ 1

生物物理情報実験 3前 2 ○ 兼4
複数教員・複数
クラス

統計力学 3前 2 ○ 1
固体物理学 3前 2 ○ 1
電子情報回路 3前 2 ○ 1
構造生物学 3前 2 ○ 1
コンピュータグラフィックスＰ 3前 2 ○ 1
組込システム 3前 2 ○ 兼1
ネットワーク演習 3前 1 ○ 兼1
バイオデータベース演習 3前 1 ○ 兼1
バイオ情報計測分析 3前 2 ○ 兼1
人工知能論理 3前 2 ○ 兼1
半導体情報工学 3後 2 ○ 兼1
光情報エレクトロニクス 3後 2 ○ 1
電子情報材料工学 3後 2 ○ 1
医用分子シミュレーション 3後 2 ○ 兼1
ソフトマター物理学 3後 2 ○ 1
数値計算演習 3後 1 ○ 兼1
グラフィックス演習 3後 1 ○ 1
集積化システム設計 3後 2 ○ 兼1
集積化システム設計演習 3後 2 ○ 兼1
信号処理Ｐ 3後 2 ○ 1
システムバイオロジー 3後 2 ○ 兼1
コンピュテーショナル・ゲノミクス 3後 2 ○ 兼1
物理情報セミナー 3後 2 ○ 1
人工知能応用 3後 2 ○ 兼1
卒業研究 4通 8 ○ 9 6 4
特別卒業研究 4通 (8) ○ 9 6 4 早期卒業科目

小計（43科目） － 24 62 0 － 9 6 0 4 0 兼20 －

実践英語１０１ 1前 1 ○ 兼1

実践英語１０２ 1後 1 ○ 兼1

実践英語２０１ 2前 1 ○ 兼1

実践英語２０２ 2後 1 ○ 兼1

異文化間コミュニケーション論 1・2 1 ○ 兼1

デザインシンキング概論 3･4前 1 ○ 兼1

デシジョンメイキング概論 3･4前 1 ○ 兼1

海外研修Ⅰ（再掲）

海外研修Ⅱ（再掲）

Computer Literacy 2･3後 1 ○ 兼1

－ 0 1 7 0 0 0 0 0 兼8 －

－ 64 93 7 9 6 0 4 0 兼75 －

学位又は称号 　学士（情報工学） 学位又は学科の分野

合計（88科目）

－

Ｉ
Ｉ
Ｆ
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

小計（10科目）

　工学関係

－
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Ⅱ　教育課程編成の考え方・特色
　（教育課程の基本的な考え方）
　「物理情報工学科では，超伝導体や半導体のようなエレクトロニクス材料，生物を含むソフトマター，光技術，ナノテクノロ
ジー，電磁流体力学，計測技術を含む広義の物性科学・工学分野において，情報工学と物理工学を双方向に利活用し，新たな物性
科学・工学分野を切り拓くことができる技術者を養成する．
　学科のディプロマポリシーは，以下のとおりである．
【専門基礎知識・理解】電子物理工学，生物物理学，情報工学に関する技術を融合し，エレクトロニクス・光・ライフサイエン
ス・情報などの幅広い産業分野で新技術を創出するための技術と知識を修得している．
【多様性ある文化等の知識・理解】多様な価値観・伝統・制度を持った文化に関して深く理解し，国際性に満ちた豊かな人間性を
有している．
【工学・技術と社会関連知識・理解】情報工学・物理工学が社会で果たす役割を理解できる．
　そのための教育課程を，全学共通の教養教育科目，情報工学部の全学科で共通の情報系科目と自然科学系科目を中心とした基礎
科目，情報技術者としての情報技術者科目，および，学科内の２コース共通または各コースで独自の専門科目により構成する．全
学科で共通の基盤として情報システムを開発・運用するための基本的能力を身につけるため，情報系基礎科目では，コンピュータ
のハードウェアの基礎，ソフトウェアの基礎，ネットワーク通信と情報セキュリティの基礎，および情報の数理的基礎を修得する
課程としている．また，情報技術者としてのキャリア形成や実務に有用な知識や振る舞いを身につけるため，情報技術者科目で
は，技術者倫理，知的財産，情報関連法規などを学ぶ．そのうえで，専門科目では，電子工学・生物工学分野において情報工学と
物理工学を双方向に利活用する能力を身につけるため，情報工学のハードウェアの理解と開発及び物理現象のネットワーク解析や
可視化技術に必要な情報系科目，および物理系科目を学ぶ．専門科目には，人工知能や組込システム等の情報応用技術に関する科
目，および，医用分子シミュレーションやバイオ情報計測分析等の生命分野の科目を中心に他学科の担当教員が開講する授業科目
も含んでいる．
　物理情報工学科の学習・教育到達目標は以下のとおりであり，対応する科目の関連を別紙４に示す．
(A) 広い視野と深い教養を持ち，国際性，社会性，技術者倫理を備えた豊かな人間性(技術に堪能な士君子)を養成する．  教養
(B) 情報科学，数学，物理学，生物学，化学などの基礎学力を育成する．  理系基礎
(C) 情報科学，電子物理と生命工学の専門分野の基礎学力を獲得し，応用できる専門的能力を育成する．  専門
(D) 課題に対して，さまざまな知識を統合して解決できる方法を自主的に探る能力を養う．  デザイン能力
(E) 制約条件の下に自ら計画を立てて継続的に学習し，結果をまとめ上げることができる能力を養う．  継続的学習
(F) 論理的な思考能力とコミュニケーション能力(表現力，記述力，議論能力，語学力など)を備る．   表現
(G) 他者とのチーム活動において，自己のなすべき行動を的確に判断し実行し，他者がとるべき行動を判断し適切に働きかけるこ
とが出来る．  チームワーク

Ⅰ　設置の趣旨・必要性
　（背景）
　九州工業大学は，「技術に堪能なる士君子」の養成の基本理念のもと教育研究に取り組み，その成果を通じて社会に貢献してき
た．情報工学部は，昭和６１年に我が国の国立大学で唯一の学部として創設され，現在は「知能情報工学科」，「電子情報工学
科」，「システム創成情報工学科」，「機械情報工学科」，「生命情報工学科」の５学科で構成されている．この間，平成１７年
に我が国で最初に学部を構成するすべての学科がJABEE（日本技術者教育認定機構）からの認定を獲得するなど，教育の質の保証
を伴いながら，多くの人材を社会に輩出してきた．情報技術は急速に進化しながら産業界や一般社会への浸透が進む一方で，１８
歳人口の減少や大学の機能強化への対応が必要となり，こうした大学を取り巻く環境の変化は，情報工学部においても以下のよう
な課題をもたらしている．
　課題１　産業構造の変化や社会ニーズに柔軟に対応できる体制の構築
　課題２　学生の適性を見極めた専門分野の決定
　課題３　情報工学部の持っている特色を活かし，強みを強化
上記の課題に対して，入学時に配属学科が決まっている従来の学部システムや縦割りの学科の枠組では，学問分野の複合領域や境
界領域で発生する問題に柔軟かつ迅速に対応するには限界があり，効率良く課題を解決することが困難になっている．そこで今回
の改組計画では，学部の入試制度改革，共通教育改革等を伴いながら，学部を構成する学科を「知能情報工学科」，「情報・通信
工学科」，「知的システム工学科」，「物理情報工学科」，「生命化学情報工学科」の５学科に再編する．学科内の授業科目だけ
にとらわれないカリキュラム編成が可能なコース制の導入により，社会の変化に柔軟に対応できる体制を構築する．

　（本学に設置する必要性）
　近年，「我が国の中長期を展望した科学技術イノベーション政策について（平成27年１月 科学技術・学術審議会）」，「理工
系人材育成戦略（平成27年3月 文部科学省）」および「第５期科学技術基本計画（平成28年1月 閣議決定）」などの政策提言や，
本学が実施した企業の求める人材に関する調査，情報工学部の過去の就職実績などは，いずれも情報工学部が輩出する人材需要の
高さを示している．また，国立大学のミッション再定義においては，本学の強みとして環境関連工学，高信頼集積回路，情報通信
ﾈｯﾄﾜｰｸ，ロボティクスなどの分野が取り上げられており，今後，これらの教育研究分野の強化を通じて，なお一層の社会的役割を
果たしていくことが求められている．情報工学部では，新しい時代（超サイバー社会）やニーズ（ICT人材）に合わせて，情報の
基幹技術から応用技術までを既存の学問体系に固執することなく分野横断的に教育できる体制を構築する中で，「物理情報工学
科」において，電子物理工学，生物物理工学等をカバーする教育課程を編成する．

設置の趣旨・必要性
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　（教育課程の特色）
　改組後の教育課程では，学生は入学時に学科を決めるのではなく，共通教育として1年間は情報工学部の学生として必要な知
識・スキルを身につける．その過程において，学生は情報工学における学問分野の興味や自身の専門適性を判断し，2年生への進
級時以降に学科・コース選択を行う．「物理情報工学科」は，３つの類に分けた学部入学試験により，理数系科目に興味があり，
特に理科に関して高い能力と関心をもって入学してきた学生を中心に，情報工学と物理工学とを融合した，イノベーションにつな
がる物理情報工学を実践的に学びたい学生を対象にして教育を行う．
　情報工学部全体に共通の教養科目として，人文社会系科目，語学系科目に加え，グローバル教養科目を用意する．更に基礎科目
として，数学や理科などの自然科学科目と情報系科目を用意する．情報系基礎科目では，コンピュータのハードウェアの基礎を修
得するための「計算機システムⅠ＆Ⅱ」，ソフトウェアの基礎を修得するためのプログラミング演習付科目である「プログラミン
グ」，「データ構造とアルゴリズム」，「プログラム設計」，最新の情報工学分野の展開に対応した「ネットワーク通信基礎」と
「情報セキュリティ概論」を学部共通の情報系の基礎的な必修科目群としている．さらに，情報の数理的基礎を修得するために，
「離散数学Ⅰ」を必修としている．情報技術者科目では，必修科目の「情報技術者倫理」をはじめ，選択科目群として「情報職業
論」，「知的財産概論」，「情報関連法規」，「インターンシップ」などを用意する．これらを修得することで，情報技術者とし
て情報システムを開発・運用するための基本的能力を身につけることができる．
　今回の改組に伴い再編される「物理情報工学科」は，学科共通の専門科目群として，「電子情報回路」，「電子システム回路Ⅰ
＆Ⅱ」，「ネットワークプログラミングＰ」，「コンピュータグラフィックスＰ」，などの情報系科目と「量子力学」や「統計力
学」などの物理系科目を設定する．この中の情報系科目は，情報工学のハードウェアの理解と開発及び物理現象におけるネット
ワーク解析に必要な科目である．そして，専門科目群が異なる「電子物理工学コース」，「生物物理工学コース」の２コースを設
けそれぞれのコースで専門科目を設定する．各コースは以下のような特色を持つ．
(1)「電子物理工学コース」では，電子・光の振る舞いを通し，超伝導や半導体のようなエレクトロニクス材料の物性分野を中心
とした物理学・物理工学，ナノテクノロジー，電磁流体力学及びそれらの計測技術と情報工学分野の知識・技術を学ぶことで，物
性・物理学を情報工学分野に利活用し，環境分野などで新技術を生みだすことができる技術者を養成するように教育課程を編成す
る．
(2)「生物物理工学コース」では，多くの自由度をもち，かつ，階層をもって絡み合う，生物を含むソフトマターを対象とした物
理学・物理工学，計測・定量技術と共に，シミュレーション技術や可視化技術を元にしたシステムデザインに繋がる情報工学に関
連した知識・技術を学び，生物・物理・情報工学の融合を通して，新しい時代のイノベーションをおこすことができる技術者を養
成するように教育課程を編成する．

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

〔共通〕
教養教育科目２０単位（人文社会科目６単位，グローバル教養科目４単位，
選択必修英語科目６単位，初修外国語科目２単位，選択必修英語科目・選択
英語科目・初修外国語科目から左に加え２単位）

〔電子物理工学コース〕
必修科目７４単位，専門科目の選択必修科目から１４単位以上を修得し，１
２４単位以上修得すること。
※専門科目のうち，電子物理工学コースの必修科目：電気システム回路Ⅰ，
電磁気学Ⅱ，光学・波動，電子物理情報実験，電子情報回路
※専門科目のうち，電子物理工学コースの選択必修科目：応用数学，連続体
物理学，ネットワークプログラミングP，電気システム回路Ⅱ，コンピュー
タグラフィックスP，組込システム，ネットワーク演習，バイオデータベー
ス演習，半導体情報工学，光情報エレクトロニクス，電子情報材料工学，集
積化システム設計，集積化システム設計演習，信号処理P
〔生物物理工学コース〕
必修科目７７単位，専門科目の選択必修科目から１１単位以上を修得し，１
２４単位以上修得すること。
※専門科目のうち，生物物理工学コースの必修科目：ネットワークプログラ
ミングP，生物物理学，データベース，生物物理情報実験，構造生物学，コ
ンピュータグラフィックスP，グラフィックス演習
※専門科目のうち，生物物理工学コースの選択必修科目：電気システム回路
Ⅰ，応用数学，連続体物理学，光学・波動，電子情報回路，ネットワーク演
習，バイオデータベース演習，医用分子シミュレーション，ソフトマター物
理学，数値計算演習，システムバイオロジー，コンピュテーショナル・ゲノ
ミクス

（履修科目の登録の上限：４４単位（年間））

1学年の学期区分 2学期

1学期の授業期間 15週

1時限の授業時間 90分
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別紙４ 物理情報工学科の授業科目の流れ 

 ：コースにより必修科目（特に重要な位置づけの科目）  ：それ以外の科目 

学習・

教育到

達目標 

１年 ２年 ３年 ４年 

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 

A 

        

B 

        

        

C 

        

D 

E 

F 

G 

        

学科共通ディプロマポリシー 
【専門基礎知識・理解】 
 電子物理工学、生物物理学、情報工学に関する技術を融合し，エレクトロニクス・光・ライフサイエンス・情報などの幅広い産業分野で新技術を創

出するための技術と知識を修得している。 
【多様性ある文化等の知識・理解】 
 多様な価値観・伝統・制度を持った文化に関して深く理解し，国際性に満ちた豊かな人間性を有している。 
【工学・技術と社会関連知識・理解】 
 情報工学・物理工学が社会で果たす役割を理解できる。 

インターンシップ, 長期インターンシップ（国内企業での就業体験実施） 

海外インターンシップ実習（海外企業での就業体験実施） 

海外研修 I・II（海外大学・研究機関での研修）

情報技術者倫理

情報職業論
情報産業職

業論 

情報関連法規

産業組織論

情報工学

概論 

情報工学基

礎実験 

物理情報

工学実験 I 
物理情報セミ

ナー 

卒業研究 

教養教育院 開講科目  

キャリア 

形成概論 

電子物理情

報実験 

知的財産 

概論 

化学実験 

人工知能論理

物理化学演習
生物物理情

報実験 

物理・生命科目

解析 I・ 

同演習 

線形代数 I 

力学 I 

解析 II 

線形代数 II 

・同演習 

微分方程式

電磁気学 I 

化学 I 

生物学 I 

離散数学 I 確率・統計離散数学 II 

化学 II 

生物学 II 

計算機 

システム I 

オートマトン 

と言語理論 

ネットワー

ク通信基礎 
情報セキュ

リティ概論 

データベー

ス 

バイオデータ

ベース演習

コンピュータグ

ラフィックスＰ

医用分子シミ

ュレーション

数値計算演習
組込システム

ネットワー

ク演習 

物理情報工

学実験 II 

プログラ 

ミング 
プログラム

設計 

データ構造と

アルゴリズム 

ネットワークプ

ログラミング P

計算機 

システム II 

グラフィック

ス演習 

コンピュテー

ショナル・ゲノ

ミクス 

電気システ

ム回路Ｉ 

熱力学 

物理数学 応用数学

電磁気学 II

量子力学

連続体物理学

電気システ

ム回路 II

光学・波動

生物物理学

統計力学

固体物理学

電子情報回

路

構造生物学

バイオ情報計

測分析 

半導体情報工学

光情報エレク

トロニクス

電子情報材料

工学 

ソフトマター

物理学 

集積化システ

ム設計 

集積化システ

ム設計演習

信号処理Ｐ

システムバイ

オロジー 

人工知能応用

情報科目 
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電子物理工学コースの授業科目の流れ 

□：必修科目 □：選択必修科目 

学習・

教育到

達目標 

１年 ２年 ３年 ４年 

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 

A 

        

B 

        

        

C 

        

D 

E 

F 

G 

        

 
【養成する技術者像】電子物理工学コース 

電子・光の振る舞いを通し，超伝導や半導体のようなエレクトロニクス材料の物性分野を中心とした物理学・物理工学，ナノテクノロジー及びそれ

らの計測技術と情報工学分野の知識・技術を学ぶことで，物性・物理学を情報工学分野に利活用し，エレクトロニクス分野などで新技術を生みだすこ

とができる技術者を養成する。 

インターンシップ, 長期インターンシップ（国内企業での就業体験実施） 

海外インターンシップ実習（海外企業での就業体験実施） 

海外研修 I・II（海外大学・研究機関での研修）

情報技術者倫理

情報職業論
情報産業職

業論 

情報関連法規

産業組織論

情報工学

概論 

情報工学基

礎実験 

物理情報

工学実験 I 
物理情報セミ

ナー 

卒業研究 

教養教育院 開講科目  

キャリア 

形成概論 

電子物理情

報実験 

知的財産 

概論 

化学実験 

人工知能論理

物理化学演習
生物物理情

報実験 

物理・生命科目

解析 I・ 

同演習 

線形代数 I 

力学 I 

解析 II 

線形代数 II 

・同演習 

微分方程式

電磁気学 I 

化学 I 

生物学 I 

離散数学 I 確率・統計離散数学 II 

化学 II 

生物学 II 

計算機 

システム I 

オートマトン 

と言語理論 

ネットワー

ク通信基礎 
情報セキュ

リティ概論 

データベー

ス 

バイオデータ

ベース演習

コンピュータグ

ラフィックスＰ

医用分子シミ

ュレーション

数値計算演習
組込システム

ネットワー

ク演習 

物理情報工

学実験 II 

プログラ 

ミング 
プログラム

設計 

データ構造と

アルゴリズム 

ネットワークプ

ログラミング P

計算機 

システム II 

グラフィック

ス演習 

コンピュテー

ショナル・ゲノ

ミクス 

電気システ

ム回路Ｉ 

熱力学 

物理数学 応用数学

電磁気学 II

量子力学

連続体物理学

電気システ

ム回路 II

光学・波動

生物物理学

統計力学

固体物理学

電子情報回

路

構造生物学

バイオ情報計

測分析 

半導体情報工学

光情報エレク

トロニクス

電子情報材料

工学 

ソフトマター

物理学 

集積化システ

ム設計 

集積化システ

ム設計演習

信号処理Ｐ

システムバイ

オロジー 

人工知能応用

情報科目 
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生物物理工学コースの授業科目の流れ 

□：必修科目 □：選択必修科目 

学習・

教育到

達目標 

１年 ２年 ３年 ４年 

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 

A 

        

B 

        

        

C 

        

D 

E 

F 

G 

        

 
【養成する技術者像】生物物理工学コース 

多くの自由度をもち，かつ，階層をもって絡み合う，生物を含むソフトマターを対象とした物理学・物理工学，計測・定量技術と共に，シミュレー

ション技術や可視化技術を元にしたシステムデザインに繋がる情報工学に関連した知識・技術を学び，生物・物理・情報工学の融合を通して，新しい

時代のイノベーションをおこすことができる技術者を養成する。 

インターンシップ, 長期インターンシップ（国内企業での就業体験実施） 

海外インターンシップ実習（海外企業での就業体験実施） 

海外研修 I・II（海外大学・研究機関での研修）

情報技術者倫理

情報職業論
情報産業職

業論 

情報関連法規

産業組織論

情報工学

概論 

情報工学基

礎実験 

物理情報

工学実験 I 
物理情報セミ

ナー 

卒業研究 

教養教育院 開講科目  

キャリア 

形成概論 

電子物理情

報実験 

知的財産 

概論 

化学実験 

人工知能論理

物理化学演習
生物物理情

報実験 

物理・生命科目

解析 I・ 

同演習 

線形代数 I 

力学 I 

解析 II 

線形代数 II 

・同演習 

微分方程式

電磁気学 I 

化学 I 

生物学 I 

離散数学 I 確率・統計離散数学 II 

化学 II 

生物学 II 

計算機 

システム I 

オートマトン 

と言語理論 

ネットワー

ク通信基礎 
情報セキュ

リティ概論 

データベー

ス 

バイオデータ

ベース演習

コンピュータグ

ラフィックスＰ

医用分子シミ

ュレーション

数値計算演習
組込システム

ネットワー

ク演習 

物理情報工

学実験 II 

プログラ 

ミング 
プログラム

設計 

データ構造と

アルゴリズム 

ネットワークプ

ログラミング P

計算機 

システム II 

グラフィック

ス演習 

コンピュテー

ショナル・ゲノ

ミクス 

電気システ

ム回路Ｉ 

熱力学 

物理数学 応用数学

電磁気学 II

量子力学

連続体物理学

電気システ

ム回路 II

光学・波動

生物物理学

統計力学

固体物理学

電子情報回

路

構造生物学

バイオ情報計

測分析 

半導体情報工学

光情報エレク

トロニクス

電子情報材料

工学 

ソフトマター

物理学 

集積化システ

ム設計 

集積化システ

ム設計演習

信号処理Ｐ

システムバイ

オロジー 

人工知能応用

情報科目 
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

解析Ⅰ・同演習 1前 2 ○ 1 ※講義

線形代数Ⅰ 1前 2 ○ 兼1
離散数学Ⅰ 1前 2 ○ 兼1
解析Ⅱ 1後 2 ○ 兼1
線形代数Ⅱ・同演習 1後 2 ○ 兼1 ※講義

離散数学Ⅱ 1後 2 ○ 1

確率・統計 2前 2 ○ 兼1
微分方程式 2前 2 ○ 1

力学Ⅰ 1前 2 ○ 兼1
電磁気学Ⅰ 1後 2 ○ 兼1
化学Ⅰ 1後 2 ○ 1

生物学Ⅰ 1後 2 ○ 1

化学Ⅱ 2前 2 ○ 1

生物学Ⅱ 2前 2 ○ 1

化学実験 2前 2 ○ 1 3

小計（15科目） － 24 6 0 － 4 4 0 0 0 兼7 －

情報工学基礎実験 1後 1 ○ 兼1
プログラミング 1前 3 ○ 兼1 ※講義

計算機システムⅠ 1前 2 ○ 兼1
情報工学概論 1前 1 ○ 1

データ構造とアルゴリズム 1後 2 ○ 兼1
計算機システムⅡ 1後 2 ○ 兼1
情報セキュリティ概論 1前 1 ○ 兼1
プログラム設計 2前 2 ○ 兼1
ネットワーク通信基礎 2前 2 ○ 兼1
オートマトンと言語理論 1後 2 ○ 兼1
小計（10科目） － 16 2 0 － 1 0 0 0 0 兼9 －

知的財産概論 2後 2 ○ 兼2 複数教員・オムニ
バス

キャリア形成概論 2後 2 ○ 兼15 オムニバス

情報技術者倫理 3前 2 ○ 兼2
複数教員・オムニ
バス

情報関連法規 3前 2 ○ 兼1
情報職業論 3前 2 ○ 兼1
産業組織論 3前 2 ○ 兼1
情報産業職業論 3後 2 ○ 兼1
インターンシップ 1・2・3・4 1 ○ 1

長期インターンシップ 1・2・3・4 2 ○ 1

海外研修Ⅰ 1・2・3・4 1 ○ 1 兼7

海外研修Ⅱ 1・2・3・4 2 ○ 1 兼7

海外インターンシップ実習 1・2・3・4 2 ○ 1 兼7

小計（12科目） － 2 20 0 － 2 0 0 0 0 兼30 －

生命化学情報工学入門 2前 1 ○ 3 複数教員

有機化学 2前 2 ○ 1

ケミカルバイオロジー 2前 2 ○ 1

生化学 2前 2 ○ 1

データベース 2後 2 ○ 兼1
ネットワークプログラミングＰ 2後 2 ○ 兼1
物理化学演習 2後 2 ○ 1 1 複数教員

環境情報学 2後 2 ○ 1

応用数学 2後 2 ○ 1

細胞生物学 2後 2 ○ 1

人工知能基礎 2後 2 ○ 兼1
生物有機化学 2後 2 ○ 1

情
報
系
基
礎
科
目

教
養
教
育
科
目

（

全
学
共
通
）

（別紙参照）

専
　
門
　
科
　
目

自
然
科
学
基
礎
科
目

基
　
礎
　
科
　
目

情
報
技
術
者
科
目

（別添２－２）

教 育 課 程 等 の 概 要

（情報工学部　生命化学情報工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考
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バイオ統計・演習 2後 2 ○ 兼1
生物物理学 2後 2 ○ 兼1
コンピュータグラフィックスＰ 3前 2 ○ 兼1
ネットワーク演習 3前 1 ○ 兼1
遺伝情報科学 3前 2 ○ 1

バイオデータベース演習 3前 1 ○ 1

分子生物学 3前 2 ○ 1

生命化学情報工学実験Ⅰ 3前 2 ○ 1 1 1 複数教員・複数ク
ラス

生命化学情報工学実験Ⅱ 3前 2 ○ 2 1 1 複数教員・複数ク
ラス

人工知能Ｂ 3前 2 ○ 1

バイオ情報計測分析 3前 2 ○ 1

数値計算 3前 2 ○ 1

酵素工学 3前 2 ○ 1

脳情報工学 3前 2 ○ 1

人工知能論理 3前 2 ○ 兼1
現代物理基礎 3前 2 ○ 兼1
グラフィックス演習 3後 1 ○ 兼1
数値計算演習 3後 1 ○ 1

生命化学情報工学プロジェクト研究 3後 2 ○ 7 7 4

生命化学情報工学専門概要 3後 1 ○ 1

生命化学情報工学実験Ⅲ 3後 2 ○ 1 3 1 複数教員・複数ク
ラス

システムバイオロジー 3後 2 ○ 1

医用情報工学 3後 2 ○ 1

医用分子シミュレーション 3後 2 ○ 1

遺伝子工学 3後 2 ○ 1

マイクロバイオーム情報工学 3後 2 ○ 1

人工知能応用 3後 2 ○ 兼1
コンピュテーショナル・ゲノミクス 3後 2 ○ 1

創薬ケモインフォマティクス 3後 2 ○ 1

データ解析 3後 2 ○ 兼1
ソフトマター物理学 3後 2 ○ 兼1
卒業研究 4通 8 ○ 7 7 4

特別卒業研究 4通 (8) ○ 7 7 4 早期卒業科目

－ 40 48 0 7 7 0 4 0 兼13 －

実践英語１０１ 1前 1 ○ 兼1

実践英語１０２ 1後 1 ○ 兼1

実践英語２０１ 2前 1 ○ 兼1

実践英語２０２ 2後 1 ○ 兼1

異文化間コミュニケーション論 1・2 1 ○ 兼1

デザインシンキング概論 3･4前 1 ○ 兼1

デシジョンメイキング概論 3･4前 1 ○ 兼1

海外研修Ⅰ（再掲）

海外研修Ⅱ（再掲）

Computer Literacy 2･3後 1 ○ 兼1

－ 0 1 7 0 0 0 0 0 兼8 －

－ 82 77 7 7 7 0 4 0 兼67 －

小計（45科目） －

設置の趣旨・必要性

Ⅰ　設置の趣旨・必要性
　（背景）
　九州工業大学は，「技術に堪能なる士君子」の養成の基本理念のもと教育研究に取り組み，その成果を通じて社会に貢献して
きた．情報工学部は，昭和６１年に我が国の国立大学で唯一の学部として創設され，現在は「知能情報工学科」，「電子情報工
学科」，「システム創成情報工学科」，「機械情報工学科」，「生命情報工学科」の５学科で構成されている．この間，平成１
７年に我が国で最初に学部を構成するすべての学科がJABEE（日本技術者教育認定機構）からの認定を獲得するなど，教育の質の
保証を伴いながら，多くの人材を社会に輩出してきた．情報技術は急速に進化しながら産業界や一般社会への浸透が進む一方
で，１８歳人口の減少や大学の機能強化への対応が必要となり，こうした大学を取り巻く環境の変化は，情報工学部においても
以下のような課題をもたらしている．
　課題１　産業構造の変化や社会ニーズに柔軟に対応できる体制の構築
　課題２　学生の適性を見極めた専門分野の決定
　課題３　情報工学部の持っている特色を活かし，強みを強化
上記の課題に対して，入学時に配属学科が決まっている従来の学部システムや縦割りの学科の枠組では，学問分野の複合領域や
境界領域で発生する問題に柔軟かつ迅速に対応するには限界があり，効率良く課題を解決することが困難になっている．そこで
今回の改組計画では，学部の入試制度改革，共通教育改革等を伴いながら，学部を構成する学科を「知能情報工学科」，「情
報・通信工学科」，「知的システム工学科」，「物理情報工学科」，「生命化学情報工学科」の５学科に再編する．学科内の授
業科目だけにとらわれないカリキュラム編成が可能なコース制の導入により，社会の変化に柔軟に対応できる体制を構築する．

－

　学士（情報工学） 学位又は学科の分野 　工学関係

合計（90科目） －

学位又は称号

Ｉ
Ｉ
Ｆ
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

小計（10科目）
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　（本学に設置する必要性）
　近年，「我が国の中長期を展望した科学技術イノベーション政策について（平成27年１月 科学技術・学術審議会）」，「理工
系人材育成戦略（平成27年3月 文部科学省）」および「第５期科学技術基本計画（平成28年1月 閣議決定）」などの政策提言
や，本学が実施した企業の求める人材に関する調査，情報工学部の過去の就職実績などは，いずれも情報工学部が輩出する人材
需要の高さを示している．また，国立大学のミッション再定義においては，本学の強みとして環境関連工学，高信頼集積回路，
情報通信ﾈｯﾄﾜｰｸ，ロボティクスなどの分野が取り上げられており，今後，これらの教育研究分野の強化を通じて，なお一層の社
会的役割を果たしていくことが求められている．情報工学部では，新しい時代（超サイバー社会）やニーズ（ICT人材）に合わせ
て，情報の基幹技術から応用技術までを既存の学問体系に固執することなく分野横断的に教育できる体制を構築する中で，「生
命化学情報工学科」において，分子生命工学，医用生命工学等をカバーする教育課程を編成する．

Ⅱ　教育課程編成の考え方・特色
　（教育課程の基本的な考え方）
　「生命化学情報工学科」では，生物学および化学と情報工学の融合をはかり，幅広いバイオ分野すなわち医療・製薬・飲食
品・化学・環境・バイオ素材などの領域に，情報工学の知識と技術を利活用でき，また，情報工学の発展に寄与できる能力をも
ち，ヒトに関わる新産業分野を構築することができる人材を養成する．
　学科のディプロマポリシーは，以下のとおりである．
【専門基礎知識・理解】生命科学・情報科学および情報処理技術を組み合わせ，化学・食品・製薬などの分野に加え，医療・環
境・エネルギーなどの新規産業創出に貢献する新しい学際分野，生命化学情報工学に関する幅広い知識を修得している．
【多様性ある文化等の知識・理解】広い視野と深い教養を備え，国際性と社会性を備えた豊かな人間性を有している．
【工学・技術と社会関連知識・理解】生命化学情報工学・技術が社会で果たす役割を理解できる．
　そのための教育課程を，全学共通の教養教育科目，情報工学部の全学科で共通の情報系科目と自然科学系科目を中心とした基
礎科目，情報技術者としての情報技術者科目，および，学科内の２コース共通または各コースで独自の専門科目により構成す
る．全学科で共通の基盤として情報システムを開発・運用するための基本的能力を身につけるため，情報系基礎科目では，コン
ピュータのハードウェアの基礎，ソフトウェアの基礎，ネットワーク通信と情報セキュリティの基礎，および情報の数理的基礎
を修得する課程としている．また，情報技術者としてのキャリア形成や実務に有用な知識や振る舞いを身につけるため，情報技
術者科目では，技術者倫理，知的財産，情報関連法規などを学ぶ．そのうえで，専門科目では，幅広いバイオ分野に情報工学の
知識・技術を利活用する能力を身につけるため，生命現象におけるネットワークの解析，それらの情報が蓄積されているデータ
ベースの利用と構築，および，可視化技術に必要な情報系科目，および化学系科目，生物系科目を学ぶ．専門科目には，人工知
能やデータ解析等の情報応用技術に関する科目，および，ソフトマター物理学のような生物物理学分野の科目を中心に他学科の
担当教員が開講する授業科目も含んでいる．
　生命化学情報工学科の学習・教育到達目標は以下のとおりであり，対応する科目の関連を別紙５に示す．
(A) 広い視野と深い教養を備え，国際性と社会性を備えた豊かな人間性を養成する．(教養)
(B) 情報科学，数学，生物学，化学，物理学などの基礎学力を養成する．(理系基礎)
(C) 生命科学(ライフサイエンス)と生物工学(バイオテクノロジー)の専門分野の基礎学力と応用能力を育成する．(生命)
(D) プログラミングとネットワーク構築を含むシステム設計の技術的能力を育成する．(情報)
(E) 生命科学・工学および情報処理技術を組み合わせ，生命情報工学などの学際分野にチャレンジする意欲と能力を育成する．
(生命情報)
(F) 論理的な思考能力とコミュニケーション能力(表現力，記述力，議論能力，語学力など)を備え，創造的な応用力と自律的な
課題探究能力を育成する． (表現力・デザイン能力)
(G) バイオ技術や情報化が自然や社会に及ぼす影響に関心を持ち，責任ある社会的活動のできる技術者倫理を身につけさせる．
(倫理)
(H) 生命情報工学関連分野における他者とのチーム活動において，自己のなすべき行動を的確に判断し実行し，他者がとるべき
行動を判断し適切に働きかけることが出来る．（チームワーク）

　（教育課程の特色）
　改組後の教育課程では，学生は入学時に学科を決めるのではなく，共通教育として1年間は情報工学部の学生として必要な知
識・スキルを身につける．その過程において，学生は情報工学における学問分野の興味や自身の専門適性を判断し，2年生への進
級時以降に学科・コース選択を行う．「生命化学情報工学科」は，３つの類に分けた学部入学試験により，理数系科目に興味が
あり，特に理科に関して高い能力と関心をもって入学してきた学生を中心に，バイオ技術や情報化が自然や社会に及ぼす影響に
深い関心をもつ学生を対象に教育を行う．
　情報工学部全体に共通の教養科目として，人文社会系科目，語学系科目に加え，グローバル教養科目を用意する．更に基礎科
目として，数学や理科などの自然科学科目と情報系科目を用意する．情報系基礎科目では，コンピュータのハードウェアの基礎
を修得するための「計算機システムⅠ＆Ⅱ」，ソフトウェアの基礎を修得するためのプログラミング演習付科目である「プログ
ラミング」，「データ構造とアルゴリズム」，「プログラム設計」，最新の情報工学分野の展開に対応した「ネットワーク通信
基礎」と「情報セキュリティ概論」を学部共通の情報系の基礎的な必修科目群としている．さらに，情報の数理的基礎を修得す
るための「離散数学Ⅰ」を必修としている．情報技術者科目では，必修科目の「情報技術者倫理」をはじめ，選択科目群として
「情報職業論」，「知的財産概論」，「情報関連法規」，「インターンシップ」などを用意する．これらを修得することで，情
報技術者として情報システムを開発・運用するための基本的能力を身につけることができる．
　今回の改組に伴い再編される「生命化学情報工学科」は，学科共通の専門科目群として，「ネットワークプログラミング
Ｐ」，「コンピュータグラフィックスＰ」，「データベース」などの情報系科目，「有機化学」，「生化学」などの化学系科
目，「分子生物学」，「細胞生物学」などの生物系科目を設定する．この中の情報系科目は，分子・遺伝子・生物などの生命現
象におけるネットワークの解析やそれらの情報が蓄積されている各種データベースの利用と構築に必要不可欠な科目である．そ
して，履修する選択科目の組合せにより「分子生命工学コース」，「医用生命工学コース」の２コースを設けており，各コース
は以下のような特色を持つ．
(1)「分子生命工学コース」では，人体・脳・臓器から細胞・生体高分子まで対象とする生物学の知識，及び，バイオテクノロ
ジー技術を学ぶと共に，情報システム構築の知識と技術を学び，化学分野を含む広義のバイオ分野への工学的応用を指向し，情
報システムおよび実験システムを構築できる知識・技能を身につけた技術者を養成するように教育課程を編成する．
(2)「医用生命工学コース」では，バイオインフォマティクスやゲノム科学・システム生物学および医用システムに関する各種知
識および実験技術と供に，情報処理技術を堅実に学ぶことで，生命科学および医遼への応用を指向した情報システムおよび医用
システムを構築し，新産業を創出できる技術者を養成するように教育課程を編成する．
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卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

教養教育科目２０単位（人文社会科目６単位，グローバル教養科目４単位，
選択必修英語科目６単位，初修外国語科目２単位，選択必修英語科目・選択
英語科目・初修外国語科目から左に加え２単位），必修科目８２単位，専門
科目の選択必修科目から１０単位以上を修得し，１２４単位以上修得するこ
と。
※専門科目のうち，分子生命工学コースの選択必修科目：環境情報学，応用
数学，細胞生物学，生物有機化学，バイオ情報計測分析，酵素工学，システ
ムバイオロジー，遺伝子工学，マイクロバイオーム情報工学
※専門科目のうち，医用生命工学コースの選択必修科目：応用数学，細胞生
物学，人工知能基礎，バイオ統計・演習，人工知能B，数値計算，システム
バイオロジー，医用情報工学，医用分子シミュレーション

（履修科目の登録の上限：４４単位（年間））

1学年の学期区分 2学期

1学期の授業期間 15週

1時限の授業時間 90分
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別紙５ 生命化学情報工学科の授業科目の流れ 

学習・

教育到

達目標 

１年 ２年 ３年 ４年 

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 

A 

        

B 

        

C 

        

D 

        

解析 I・ 

同演習 

線形代数 I 

力学 I 

解析 II 

線形代数 II 

・同演習 

離散数学 I 

応用数学 

教養教育院 開講科目  

確率・統計 

情報工学概論 
生命化学情報

工学入門 
環境情報学

微分方程式 

バイオ統計・

演習 

電磁気学 I 

化学 I 

生物学 I 

情報工学基礎

実験 I 

情報工学概論 

計算機システ

ム I 

プログラミン

グ 

計算機システ

ム II 

データ構造と

アルゴリズム 

オートマトン

と言語理論 

化学実験 

物理化学演習

有機化学 

化学 II 

ケミカルバイ

オロジー 

現代物理基礎 ソフトマター

物理学 

データ解析

生物有機化学

細胞生物学

生物物理学

分子生物学

酵素工学

生命化学情報

工学実験 I 

生命化学情報

工学実験 II

医用情報工学

遺伝子工学

マイクロバイ

オーム情報工

学 

医用分子シミ

ュレーション

創薬ケモインフ

ォマティクス 

生命化学情報

工学実験 III

生命化学情報

工学プロジェ

クト研究 

データベース

計算機システ

ム I 
計算機シス

テム II 

情報工学概論 

ネットワーク

通信基礎 

プログラム設

計 

ネットワーク

プログラミン

グ P 

ネットワーク

演習 

コンピュータ

グラフィック

ス P 

数値計算 

生化学 

離散数学 II 

生物学 II

卒業研究 
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 ：必修科目（特に重要な位置づけの科目）  ：それ以外の科目 

  

E 

        

F 

        

G 

        

H 

        

学科共通ディプロマポリシー 
【専門基礎知識・理解】  
 生命科学・情報科学および情報処理技術を組み合わせ、化学・食品・製薬などの分野に加え、医療・環境・エネルギーなどの新規

産業創出に貢献する新しい学際分野、生命化学情報工学に関する幅広い知識を修得している。 
【多様性ある文化等の知識・理解】 
 広い視野と深い教養を備え、国際性と社会性を備えた豊かな人間性を有している。 
【工学・技術と社会関連知識・理解】 
 生命化学情報工学・技術が社会で果たす役割を理解できる。 

人工知能基礎

遺伝情報科学 数値計算演習

バイオ情報計

測分析 

システムバイ

オロジー 

情報技術者倫

理 

生命化学情報

工学専門概要

バイオデータ

ベース演習

グラフィック

ス演習 

人工知能 B

脳情報工学 

コンピュテー

ショナルゲノ

ミクス 

教養教育院 開講科目  

化学実験 

情報技術者倫

理 

卒業研究 

情報工学概論 生命化学情報

工学入門 

情報セキュリ

ティ概論 

情報技術者倫

理 

キャリア形成

概論 

環境情報学 

生命化学情報

工学専門概要

インターンシップ, 長期インターンシップ（国内企業での就業体験実施） 

海外インターンシップ実習（海外企業での就業体験実施） 

海外研修 I・II（海外大学・研究機関での研修） 

生命化学情報

工学入門 

生命化学情報

工学実験 I 

生命化学情報

工学実験 II

生命化学情報

工学実験 III

情報技術者倫

理 

グラフィック

ス演習 

生命化学情報

工学実験 I 

生命化学情報

工学実験 II

生命化学情報

工学実験 III

生命化学情報

工学プロジェ

クト研究 
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分子生命工学コースの授業科目の流れ 

学習・

教育到

達目標 

１年 ２年 ３年 ４年 

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 

A 

        

B 

        

C 

        

D 

        

解析 I・ 

同演習 

線形代数 I 

力学 I 

解析 II 

線形代数 II 

・同演習 

離散数学 I 

応用数学 

教養教育院 開講科目  

確率・統計 

情報工学概論 
生命化学情報

工学入門 
環境情報学

微分方程式 

バイオ統計・

演習 

電磁気学 I 

化学 I 

生物学 I 

情報工学基礎

実験 

情報工学概論 

計算機システ

ム I 

プログラミン

グ 

計算機システ

ム II 

データ構造と

アルゴリズム 

オートマトン

と言語理論 

化学実験 

物理化学演習

有機化学 

化学 II 

ケミカルバイ

オロジー 

現代物理基礎 ソフトマター

物理学 

データ解析

生物有機化学

細胞生物学

生物物理学

分子生物学

酵素工学

生命化学情報

工学実験 I 

生命化学情報

工学実験 II

医用情報工学

遺伝子工学

マイクロバイ

オーム情報工

学 

医用分子シミ

ュレーション

創薬ケモインフ

ォマティクス 

生命化学情報

工学実験 III

生命化学情報

工学プロジェ

クト研究 

データベース

計算機システ

ム I 
計算機シス

テム II 

情報工学概論 

ネットワーク

通信基礎 

プログラム設

計 

ネットワーク

プログラミン

グ P 

ネットワーク

演習 

コンピュータ

グラフィック

ス P 

数値計算 

生化学 

離散数学 II 

生物学 II

卒業研究 
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□：必修科目 □：選択必修科目 

 

  

E 

        

F 

        

G 

        

H 

        

【養成する技術者像】分子生命工学コース 
人体・脳・臓器から細胞・生体高分子まで対象とする生物学の知識，及び，バイオテクノロジー技術を学ぶと共に，情報システム

構築の知識と技術を学び，化学分野を含む広義のバイオ分野への工学的応用を指向し，情報システムおよび実験システムを構築でき

る知識・技能を身につけた技術者を養成する。 

人工知能基礎

遺伝情報科学 数値計算演習

バイオ情報計

測分析 

システムバイ

オロジー 

情報技術者倫

理 

生命化学情報

工学専門概要

バイオデータ

ベース演習

グラフィック

ス演習 

人工知能 B

脳情報工学 

コンピュテー

ショナルゲノ

ミクス 

教養教育院 開講科目  

化学実験 

情報技術者倫

理 

卒業研究 

情報工学概論 生命化学情報

工学入門 

情報セキュリ

ティ概論 

情報技術者倫

理 

キャリア形成

概論 

環境情報学 

生命化学情報

工学専門概要

生命化学情報

工学入門 

生命化学情報

工学実験 I 

生命化学情報

工学実験 II

生命化学情報

工学実験 III

情報技術者倫

理 

グラフィック

ス演習 

生命化学情報

工学実験 I 

生命化学情報

工学実験 II

生命化学情報

工学実験 III

生命化学情報

工学プロジェ

クト研究 

インターンシップ, 長期インターンシップ（国内企業での就業体験実施） 

海外インターンシップ実習（海外企業での就業体験実施） 

海外研修 I・II（海外大学・研究機関での研修） 
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医用生命工学コースの授業科目の流れ 

学習・

教育到

達目標 

１年 ２年 ３年 ４年 

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 

A 

        

B 

        

C 

        

D 

        

解析 I・ 

同演習 

線形代数 I 

力学 I 

解析 II 

線形代数 II 

・同演習 

離散数学 I 

応用数学 

教養教育院 開講科目  

確率・統計 

情報工学概論 
生命化学情報

工学入門 
環境情報学

微分方程式 

バイオ統計・

演習 

電磁気学 I 

化学 I 

生物学 I 

情報工学基礎

実験 

情報工学概論 

計算機システ

ム I 

プログラミン

グ 

計算機システ

ム II 

データ構造と

アルゴリズム 

オートマトン

と言語理論 

化学実験 

物理化学演習

有機化学 

化学 II 

ケミカルバイ

オロジー 

現代物理基礎 ソフトマター

物理学 

データ解析

生物有機化学

細胞生物学

生物物理学

分子生物学

酵素工学

生命化学情報

工学実験 I 

生命化学情報

工学実験 II

医用情報工学

遺伝子工学

マイクロバイ

オーム情報工

学 

医用分子シミ

ュレーション

創薬ケモインフ

ォマティクス 

生命化学情報

工学実験 III

生命化学情報

工学プロジェ

クト研究 

データベース

計算機システ

ム I 
計算機シス

テム II 

情報工学概論 

ネットワーク

通信基礎 

プログラム設

計 

ネットワーク

プログラミン

グ P 

ネットワーク

演習 

コンピュータ

グラフィック

ス P 

数値計算 

生化学 

離散数学 II 

生物学 II

卒業研究 
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□：必修科目 □：選択必修科目 

 

E 

        

F 

        

G 

        

H 

        

【養成する技術者像】医用生命工学コース 
バイオインフォマティクスやゲノム科学・システム生物学および医用システムに関する各種知識および実験技術と供に，情報処理

技術を堅実に学ぶことで，生命科学および医遼への応用を指向した情報システムおよび医用システムを構築し，新産業を創出できる

技術者を養成する。 

人工知能基礎

遺伝情報科学 数値計算演習

バイオ情報計

測分析 

システムバイ

オロジー 

情報技術者倫

理 

生命化学情報

工学専門概要

バイオデータ

ベース演習

グラフィック

ス演習 

人工知能 B

脳情報工学 

コンピュテー

ショナルゲノ

ミクス 

教養教育院 開講科目  

化学実験 

情報技術者倫

理 

卒業研究 

情報工学概論 生命化学情報

工学入門 

情報セキュリ

ティ概論 

情報技術者倫

理 

キャリア形成

概論 

環境情報学 

生命化学情報

工学専門概要

生命化学情報

工学入門 

生命化学情報

工学実験 I 

生命化学情報

工学実験 II

生命化学情報

工学実験 III

情報技術者倫

理 

グラフィック

ス演習 

生命化学情報

工学実験 I 

生命化学情報

工学実験 II

生命化学情報

工学実験 III

生命化学情報

工学プロジェ

クト研究 

インターンシップ, 長期インターンシップ（国内企業での就業体験実施） 

海外インターンシップ実習（海外企業での就業体験実施） 

海外研修 I・II（海外大学・研究機関での研修） 
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

哲学Ⅰ 1・2・3前後 1 ○ 兼1

哲学Ⅱ 1・2・3前後 1 ○ 兼1

倫理学Ⅰ 1・2・3前後 1 ○ 兼1

倫理学Ⅱ 1・2・3前後 1 ○ 兼1

教育学Ⅰ 1・2・3前後 1 ○ 兼1

教育学Ⅱ 1・2・3前後 1 ○ 兼1

一般言語学Ⅰ 1・2・3前後 1 ○ 兼1

一般言語学Ⅱ 1・2・3前後 1 ○ 兼1

文学Ⅰ 1・2・3前後 1 ○ 兼1

文学Ⅱ 1・2・3前後 1 ○ 兼1

歴史学Ⅰ 1・2・3前後 1 ○ 兼2

歴史学Ⅱ 1・2・3前後 1 ○ 兼1

地域研究Ⅰ 1・2・3前後 1 ○ 兼2

地域研究Ⅱ 1・2・3前後 1 ○ 兼2

文化史Ⅰ 1・2・3前後 1 ○ 兼1

文化史Ⅱ 1・2・3前後 1 ○ 兼1

地理学Ⅰ 1・2・3前後 1 ○ 兼1

地理学Ⅱ 1・2・3前後 1 ○ 兼1

科学史 1・2・3前後 1 ○ 兼1

法学Ⅰ 1・2・3前後 1 ○ 兼2

法学Ⅱ 1・2・3前後 1 ○ 兼2

日本国憲法Ⅰ 1・2・3前後 1 ○ 兼2

日本国憲法Ⅱ 1・2・3前後 1 ○ 兼2

経済学Ⅰ 1・2・3前後 1 ○ 兼1

経済学Ⅱ 1・2・3前後 1 ○ 兼1

経営学Ⅰ 1・2・3前後 1 ○ 兼1

経営学Ⅱ 1・2・3前後 1 ○ 兼1

社会学Ⅰ 1・2・3前後 1 ○ 兼2

社会学Ⅱ 1・2・3前後 1 ○ 兼2

政治学Ⅰ 1・2・3前後 1 ○ 兼1

政治学Ⅱ 1・2・3前後 1 ○ 兼1

職業と社会 1・2・3前後 1 ○ 兼1

心理学Ⅰ 1・2・3前後 1 ○ 兼2

心理学Ⅱ 1・2・3前後 1 ○ 兼2

健康スポーツ科学論 1・2・3前後 1 ○ 兼3

スポーツ実技 1・2・3前後 1 ○ 兼8

－ 36 兼33

異文化間コミュニケーション論 1・2・3前後 1 ○ 兼1

西アジア論 1・2・3前後 1 ○ 兼1

言語類型論 1・2・3前後 1 ○ 兼1

西洋近現代史 1・2・3前後 1 ○ 兼1

東南アジア文化論 1・2・3前後 1 ○ 兼1

心理適応論 1・2・3前後 1 ○ 兼1

東アジア論 1・2・3前後 1 ○ 兼1

国際関係論 1・2・3前後 1 ○ 兼1

国際経済論 1・2・3前後 1 ○ 兼1

国際経営論 1・2・3前後 1 ○ 兼1

サスティナビリティ論 1・2・3前後 1 ○ 兼1

科学技術の社会史 1・2・3前後 1 ○ 兼1

日本近現代史 1・2・3前後 1 ○ 兼1

日本文学 1・2・3前後 1 ○ 兼1

コンピテンシー論 1・2・3前後 1 ○ 兼1

ＩＣＴと現代社会論 1・2・3前後 1 ○ 兼1

日本社会論 1・2・3前後 1 ○ 兼1

（別添２－２）

教 育 課 程 等 の 概 要 （ 事 前 伺 い ）
（別紙：全学共通　教養教育科目）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

人
文
社
会
科
目

小計（36科目） －

グ
ロ
ー

バ
ル
教
養
科
目
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－ 17 兼17

哲学と現代Ⅰ 2・3・4前後 1 ○ 兼1

哲学と現代Ⅱ 2・3・4前後 1 ○ 兼1

西洋社会史 2・3・4前後 1 ○ 兼1

日本政治論Ⅰ 2・3・4前後 1 ○ 兼1

日本政治論Ⅱ 2・3・4前後 1 ○ 兼1

教育システム論 2・3・4前後 1 ○ 兼1

経営組織論 2・3・4前後 1 ○ 兼1

リレーセミナー 2・3・4前後 1 ○ 兼4

言語分析法 2・3・4前後 1 ○ 兼1

情報倫理 2・3・4前後 1 ○ 兼1

ゲーム理論 2・3・4前後 1 ○ 兼1

情報社会と教育 2・3・4前後 1 ○ 兼1

現代社会論 2・3・4前後 1 ○ 兼1

情報メディアとコミュニケーション 2・3・4前後 1 ○ 兼1

発達心理学 2・3・4前後 1 ○ 兼1

選択日本事情ⅠA 2・3・4前後 1 ○ 兼1

選択日本事情ⅠB 2・3・4前後 1 ○ 兼1

選択日本事情ⅡA 2・3・4前後 1 ○ 兼1

選択日本事情ⅡB 2・3・4前後 1 ○ 兼1

国際協働演習 2・3・4前後 1 ○ 兼4

－ 20 兼17

英語ⅠC 1前 1 ○ 兼20

英語ⅡC 1前 1 ○ 兼18

英語ⅢC 1後 1 ○ 兼3

英語ⅣC 1後 1 ○ 兼10

英語ⅤC 1後・2前 1 ○ 兼18

英語ⅥC 1後・2前後 1 ○ 兼8

英語ⅦA 2前後・3前 1 ○ 兼2

英語ⅦB 2・3前後 1 ○ 兼1

英語ⅦC 2・3前後 1 ○ 兼10

英語ⅦD 2・3前後 1 ○ 兼10

英語ⅧA 2後・3前後 1 ○ 兼7

英語ⅧB 2後・3前後 1 ○ 兼2

英語ⅧD 2後・3前後 1 ○ 兼5

英語ⅨA 3前後 1 ○ 兼2

英語ⅨB 3前後 1 ○ 兼2

英語ⅨD 3前後 1 ○ 兼2

－ 16 兼46

選択英語 1T 1・2・3・4 1 ○ 兼2

選択英語 2T 1・2・3・4 1 ○ 兼2

選択英語 3T 1・2・3・4 1 ○ 兼2

選択英語 4T 1・2・3・4 1 ○ 兼2

－ 4 兼8

ドイツ語Ⅰ 1前後 1 ○ 兼6

ドイツ語Ⅱ 1後・2前 1 ○ 兼7

ドイツ語Ⅲ 2・3前後 1 ○ 兼6

ドイツ語Ⅳ 2後・3後 1 ○ 兼1

中国語Ⅰ 1前後 1 ○ 兼7

中国語Ⅱ 1後・2前 1 ○ 兼6

中国語Ⅲ 2・3前後 1 ○ 兼6

中国語Ⅳ 2後・3後 1 ○ 兼3

フランス語Ⅰ 1前後 1 ○ 兼4

フランス語Ⅱ 1後・2前 1 　　 ○ 兼4

フランス語Ⅲ 2・3前後 1 ○ 兼4

フランス語Ⅳ 2後・3後 1 ○ 兼2

韓国語Ⅰ 1前 1 ○ 兼1

韓国語Ⅱ 1後 1 ○ 兼1

韓国語Ⅲ 2前・3前 1 ○ 兼2

韓国語Ⅳ 2後・3後 1 ○ 兼2

－ 16 兼40

－ 109 兼133

小計（16科目） －

選
択
英
語
科
目 小計（ 4科目） －

初
修
外
国
語
科
目

小計（16科目） －

合計（109科目） －

教
養
教
育
科
目

小計（17科目） －

人
文
社
会
系
選
択
科
目

小計（20科目） －

選
択
必
修
英
語
科
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

情報職業論 3前 2 ○ 兼1

情報産業職業論 3後 2 ○ 兼1

産業組織論 3前 2 ○ 兼1

－ 0 6 0 兼3 －

特別卒業研究 3後 (8) ○ 10 7 1 4 0 複数教員・複数
クラス

－ 0 0 0 10 7 1 4 0 兼0 －

離散数学 1前 2 ○ 1
線形代数Ⅰ 1前 2 ○ 兼1
線形代数Ⅱ 1後 2 ○ 兼1
数学演習ⅡＡ 2前 1 ○ 1
解析Ⅰ 1前 2 ○ 1
解析Ⅱ 1後 2 ○ 1
応用解析 2前 2 ○ 1
確率・統計 2前 2 ○ 1
微分方程式 2後 2 ○ 1
数学演習ⅠＡ 1後 1 ○ 1
力学 1前 2 ○ 兼1
電磁気学 1後 2 ○ 兼1
現代物理学Ⅰ 2前 2 ○ 兼1
現代物理学Ⅱ 2後 2 ○ 兼1

情報工学基礎実験Ⅰ 1後 2 ○ 3 兼1 複数教員・複
数クラス

情報工学基礎実験ⅡＡ 2前 1 ○ 2 1 1 2 複数教員・複
数クラス

－ 19 10 0 7 2 1 4 0 兼7 －

計算機リテラシーＡ 1前 1 ○ 1

プログラミング 1前 2 ○ 2 1 複数教員・複
数クラス

データ構造とアルゴリズム 1後 2 ○ 1
プログラム設計 2前 2 ○ 1
計算機システムⅠ 1前 2 ○ 1
計算機システムⅡ 1後 2 ○ 1
論理数学Ａ 1前 2 ○ 1
グラフ理論 2後 2 ○ 1
論理回路 1後 2 ○ 1
人工知能基礎Ａ 2前 2 ○ 1
オートマトンと言語理論 1後 2 ○ 1

 オブジェクト指向プログラミング・演習 2後 2 ○ 兼1
アルゴリズム設計Ａ 2後 2 ○ 1
計算機アーキテクチャＡ 2前 2 ○ 1
データベース理論 3前 2 ○ 1
オペレーティングシステム 3前 2 ○ 1
ソフトウェア設計 3前 2 ○ 1
計算量理論 3前 2 ○ 1
計算理論 2後 2 ○ 1
情報理論Ａ 3前 2 ○ 1
計算機ネットワーク 2後 2 ○ 兼1
プログラミング言語処理系 2後 2 ○ 1

－ 27 16 0 9 6 0 0 0 兼2 －

知能情報工学入門 1前 1 ○ 10 7 1 4 複数教員・複数
クラス

小計（3科目） －

情
報
科
目

小計（1科目） －

早
期

卒
業

科
目

小計（16科目） －

自
然
科
学
科
目

情
報
科
目

－

（別添２－２）

【既設】

教 育 課 程 等 の 概 要

（情報工学部　知能情報工学科）

授業形態 専任教員等の配置

備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数

小計（22科目）

教
養
教
育
科
目

（

全
学
共
通
）

（別紙参照）
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知能情報工学基礎演習 2前 1 ○ 10 7 1 4 複数教員・複数
クラス

論理と証明 3前 2 ○ 1
人工知能プログラミング・演習 3前 2 ○ 兼1
パターン理解 3前 2 ○ 1
知識ベース 3後 2 ○ 兼1
知能情報工学特別講義 3後 1 ○ 10 7 1 4 オムニバス

認知科学 3前 2 ○ 兼1
コンピュータビジョンＡ 3後 2 ○ 1
コンピュータグラフィックスＡ 3後 2 ○ 1
言語処理工学 3前 2 ○ 1
知能システム設計論 3前 2 ○ 1
ソフトウェア工学Ａ 3後 2 ○ 1
推論と学習 3後 2 ○ 1
音声工学 4前 2 ○ 兼1
システム制御 3後 2 ○ 1

知能情報工学実験演習Ⅰ 2後 1 ○ 4 1 1 複数教員・複数
クラス

知能情報工学実験演習Ⅱ 3前 1 ○ 3 3 1 複数教員・複数
クラス

知能情報工学実験演習Ⅲ 3後 2 ○ 3 3 1 1 複数教員・複数
クラス

インターンシップ 1･2･3･4 1 ○ 1
長期インターンシップ 1･2･3･4 2 ○ 1
海外研修Ⅰ 1･2･3･4 1 ○ 1 兼7

海外研修Ⅱ 1･2･3･4 2 ○ 1 兼7

海外インターンシップ実習 1･2･3･4 2 ○ 1 兼7

キャリア形成概論 2後 2 ○ 兼1

卒業研究 4通 8 ○ 10 7 1 4 複数教員・複数
クラス

情報関連法規 3前 2 ○ 兼1
知的財産概論 3前 2 ○ 兼3 オムニバス

行政情報概論 2前 2 ○ 兼1

技術者倫理Ａ 3前 2 ○ 兼5 オムニバス

脳型システム 3前 2 ○ 兼1

－ 17 44 0 10 7 1 4 0 兼23 －

実践英語１０１ 1前 1 ○ 兼1

実践英語１０２ 1後 1 ○ 兼1

実践英語２０１ 2前 1 ○ 兼1

実践英語２０２ 2後 1 ○ 兼1

異文化間コミュニケーション論 1・2 1 ○ 兼1

デザインシンキング概論 3･4前 1 ○ 兼1

デシジョンメイキング概論 3･4前 1 ○ 兼1

海外研修Ⅰ（再掲）

海外研修Ⅱ（再掲）

Computer Literacy 2･3後 1 ○ 兼1

－ 0 1 7 0 0 0 0 0 兼8 －

－ 63 77 7 10 7 1 4 0 兼43 －

対
象
分
野
科
目

　工学関係

－

－

－

学位又は称号 　学士（情報工学） 学位又は学科の分野

小計（31科目）

Ｉ
Ｉ
Ｆ
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

小計（10科目）

合計（81科目）
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

情報職業論 3前 2 ○ 兼1

情報産業職業論 3後 2 ○ 兼1

産業組織論 3前 2 ○ 兼1

－ 0 6 0 兼3 －

特別卒業研究 3後 (8) ○ 11 9 5 複数教員・複数
クラス

－ 0 0 0 11 9 0 5 0 兼0 －

解析Ⅰ 1前 2 ○ 兼1

解析Ⅱ 1後 2 ○ 兼1

線形代数Ⅰ 1前 2 ○ 兼1

線形代数Ⅱ 1後 2 ○ 兼1

離散数学 1前 2 ○ 1
微分方程式 1後 2 ○ 兼1

応用数学 2前 2 ○ 兼1

応用解析学 2前 2 ○ 1
確率・統計 2前 2 ○ 1
基礎物理学Ⅰ 1前 2 ○ 1
基礎物理学ⅡＥ 1後 2 ○ 1
電磁気学Ⅰ・同演習 2前 2 ○ 1 1 ※講義

現代物理学Ⅰ 2後 2 ○ 1
化学Ⅰ 1前 2 ○ 兼1

情報工学基礎実験Ⅰ 1後 2 ○ 2 2 複数教員・複
数クラス

情報工学基礎実験ⅡＥ 2前 1 ○ 1 2 1 兼1
複数教員・複
数クラス

－ 23 8 0 7 6 0 3 0 兼8 －

プログラミング 1前 2 ○ 1
電子情報工学入門 1前 1 ○ 1 オムニバス

データ構造とアルゴリズム 1後 2 ○ 1
プログラム設計 2前 2 ○ 1
計算機システムⅠ 1前 2 ○ 1
計算機システムⅡ 1後 2 ○ 1
論理設計 2前 2 ○ 1
オートマトン理論 1後 2 ○ 1
計算機アーキテクチャＥ 2後 2 ○ 1 1 オムニバス

アルゴリズム設計Ｅ 3前 2 ○ 1
データベースＥ 3前 2 ○ 兼1

オペレーティングシステムＥ 3前 2 ○ 1
知的情報処理 3前 2 ○ 1
オブジェクト指向プログラミング 2後 2 ○ 1
生体情報システムＥ 3後 2 ○ 兼1

－ 11 18 0 7 6 0 1 0 兼2 －

物理数学基礎 1後 2 ○ 兼1

電気回路Ｅ 2前 2 ○ 1
組込みシステム技術概論 3前 2 ○ 1
電磁気学Ⅱ 2後 2 ○ 兼1

情報理論Ｅ 2後 2 ○ 1
計算機通信基礎 1後 2 ○ 1
現代物理学Ⅱ 3前 2 ○ 1
電子物理 3前 2 ○ 1

早
期

卒
業

科
目 小計（1科目）

自
然
科
学
科
目

小計（16科目） －

情
報
科
目

小計（15科目） －

－

教
養
教
育
科
目

（

全
学
共
通
）

（別紙参照）

情
報
科
目

小計（3科目）

（別添２－２）

【既設】

教 育 課 程 等 の 概 要

（情報工学部　電子情報工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

－
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回路とシステム 2後 2 ○ 1
電子回路ⅠＥ 3前 2 ○ 1
電子回路ⅡＥ 3後 2 ○ 1
通信理論 3後 2 ○ 1
半導体工学 3後 2 ○ 兼1

電子情報工学実験Ⅰ 2後 1 ○ 1 2 複数教員・複
数クラス

電子情報工学実験Ⅱ 3前 1 ○ 3 3 複数教員・複
数クラス

電子マテリアル工学 3後 2 ○ 1 2 オムニバス

ネットワークアーキテクチャ 2前 2 ○ 1
ネットワークセキュリティ 3後 2 ○ 1
デジタル信号処理 3前 2 ○ 1
デジタルコンテンツ 3後 2 ○ 1
ＬＳＩ設計 3後 2 ○ 兼1

ＬＳＩ設計演習 4前 1 ○ 1
デジタルシステム設計 3前 2 ○ 2 オムニバス

集積回路製作演習 4前 1 ○ 兼1

インターンシップ 1･2･3･4 1 ○ 1
長期インターンシップ 1･2･3･4 2 ○ 1
海外研修Ⅰ 1･2･3･4 1 ○ 1 兼7

海外研修Ⅱ 1･2･3･4 2 ○ 1 兼7

海外インターンシップ実習 1･2･3･4 2 ○ 1 兼7

キャリア形成概論 2後 2 ○ 兼1

コンピュータグラフィックスＥ 3後 2 ○ 兼1

通信機器 1･2･3･4（前） 2 ○ 兼1

プログラミング応用 3後 2 ○ 1
知的財産概論 3前 2 ○ 兼3 オムニバス

行政情報概論 4前 2 ○ 兼1

情報関連法規 4前 2 ○ 兼1

卒業研究 4通 8 ○ 11 9 5 複数教員・複数
クラス

技術者倫理Ｅ 2後 1 ○ 兼1

電子情報セミナーⅠ 3前 1 ○ 兼3
複数教員・複数
クラス

電子情報セミナーⅡ 3後 1 ○ 1
脳型システム 3前 2 ○ 兼1

－ 18 61 0 11 9 0 5 0 兼25 －

実践英語１０１ 1前 1 ○ 兼1

実践英語１０２ 1後 1 ○ 兼1

実践英語２０１ 2前 1 ○ 兼1

実践英語２０２ 2後 1 ○ 兼1

異文化間コミュニケーション論 1・2 1 ○ 兼1

デザインシンキング概論 3･4前 1 ○ 兼1

デシジョンメイキング概論 3･4前 1 ○ 兼1

海外研修Ⅰ（再掲）

海外研修Ⅱ（再掲）

Computer Literacy 2･3後 1 ○

－ 0 1 7 0 0 0 0 0 兼7 －

－ 52 94 7 11 9 0 5 0 兼45 －

対
象
分
野
科
目

小計（41科目） －

学位又は称号 　学士（情報工学） 学位又は学科の分野 　工学関係

Ｉ
Ｉ
Ｆ
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

小計（10科目） －

合計（84科目） －
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

情報職業論 3前 2 ○ 兼1

情報産業職業論 3後 2 ○ 兼1

産業組織論 3前 2 ○ 兼1

－ 0 6 0 兼3 －

特別卒業研究 3後 (8) ○ 6 11 0 2 0 複数教員・複数
クラス

－ 0 0 0 6 11 0 2 0 兼0 －

解析Ⅰ同演習 1前 2 ○ 1 兼1 ※講義・オムニバス

解析Ⅱ 1後 2 ○ 兼1

離散数学 1後 2 ○ 1
線形代数Ⅰ 1前 2 ○ 兼1

線形代数Ⅱ同演習 1後 2 ○ 1 兼1 ※講義・オムニバス

微分方程式 2前 2 ○ 1
応用数学 2前 2 ○ 兼1

確率論 2後 2 ○ 1
運動工学 1後 2 ○ 1
電磁工学 1後 2 ○ 1
光工学 2後 2 ○ 1
化学Ⅰ 1前 2 ○ 兼1

－ 22 2 0 1 6 0 1 0 兼6 －

プログラミング 1前 2 ○ 1
データ構造とアルゴリズム 2前 2 ○ 1
プログラム設計 2後 2 ○ 1
計算機システムⅠ 1後 2 ○ 1
計算機システムⅡ 2前 2 ○ 兼1

プログラミング応用Ｓ 1後 2 ○ 1
計算機活用入門 1前 1 ○ 1
情報理論Ｓ 2後 2 ○ 1
離散構造論 2後 2 ○ 1
データベースＳ 3前 2 ○ 1
統計とデータ解析 3前 2 ○ 1
コンピュータグラフィックスＳ 3前 2 ○ 1
数値計算 3前 2 ○ 1
オペレーティングシステムＳ 3前 2 ○ 1
計算機ネットワーク 3前 2 ○ 1
画像情報処理 3前 2 ○ 1
システム最適論 3後 2 ○ 1
知的財産概論 3前 2 ○ 兼3 オムニバス

行政情報概論 4前 2 ○ 兼1

情報関連法規 4前 2 ○ 兼1

アルゴリズム設計Ｓ 3前 2 ○ 1
計算基礎論 3後 2 ○ 1
通信工学 3後 2 ○ 1
マルチメディア工学概論 4前 2 ○ 1

－ 23 24 0 6 11 0 1 0 兼6 －

システム創成入門 1前 1 ○ 6 11 オムニバス

基礎プロジェクト 1前 1 ○ 1 複数クラス

物作りプロジェクト 1前 1 ○ 1 1 複数教員・複数
クラス

電気回路 2前 2 ○ 兼1

小計（3科目） －

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

教
養
教
育
科
目

（

全
学
共
通
）

（別紙参照）

情
報
科
目

小計（24科目） －

（別添２－２）

【既設】

教 育 課 程 等 の 概 要

（情報工学部　システム創成情報工学科）

早
期

卒
業

科
目 小計（1科目） －

自
然
科
学
科
目

小計（12科目） －

専任教員等の配置

備考

情
報
科
目
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電子回路Ｓ 3後 2 ○ 1
システムダイナミックス 2後 2 ○ 1
システム制御基礎論 3前 2 ○ 1
システム制御コンピューティング 3前 2 ○ 1
システム制御設計論 3後 2 ○ 1
現代システム制御論 3前 2 ○ 1
ロボット工学 3後 2 ○ 1
計測工学入門 2前 2 ○ 1
信号処理Ⅰ 2後 2 ○ 兼1

信号処理Ⅱ 3前 2 ○ 兼1

システム創成特論 3後 1 ○ 1
技術要論 3後 1 ○ 1
脳型システム 3前 2 ○ 兼1

インターンシップ 1･2･3･4 1 ○ 1
長期インターンシップ 1･2･3･4 2 ○ 1
海外研修Ⅰ 1･2･3･4 1 ○ 1 兼7

海外研修Ⅱ 1･2･3･4 2 ○ 1 兼7

海外インターンシップ実習 1･2･3･4 2 ○ 1 兼7

キャリア形成概論 2後 2 ○ 兼1

組込みシステム技術概論 3前 2 ○ 1
シミュレーション物理 2前 2 ○ 1

システム創成基礎実験 2後 2 ○ 2 複数教員・複数
クラス

システム創成プロジェクトⅠ 3前 1.5 ○ 2 6 複数教員・複数
クラス

システム創成プロジェクトⅡ 3前 1.5 ○ 3 複数教員・複数
クラス

システム創成プロジェクトⅢ 3前 1.5 ○ 1 1 兼1
複数教員・複数
クラス

システム創成プロジェクトⅣ 3前 1.5 ○ 3 1 複数教員・複数
クラス

超P B LプロジェクトS 3後 2 ○ 3 複数教員・複数
クラス

創作プロジェクトⅠ 4前 2 ○ 6 11 2 複数教員・複数
クラス

創作プロジェクトⅡ 4前 2 ○ 6 11 2 複数教員・複数
クラス

卒業研究 4後 8 ○ 6 11 2 複数教員・複数
クラス

－ 19 46 0 6 11 0 2 0 兼13 －

実践英語１０１ 1前 1 ○ 兼1

実践英語１０２ 1後 1 ○ 兼1

実践英語２０１ 2前 1 ○ 兼1

実践英語２０２ 2後 1 ○ 兼1

異文化間コミュニケーション論 1・2 1 ○ 兼1

デザインシンキング概論 3･4前 1 ○ 兼1

デシジョンメイキング概論 3･4前 1 ○ 兼1

海外研修Ⅰ（再掲）

海外研修Ⅱ（再掲）

Computer Literacy 2･3後 1 ○ 兼1

－ 0 1 7 0 0 0 0 0 兼8 －

－ 64 79 7 6 11 0 2 0 兼36 －合計（82科目） －

学位又は称号 　学士（情報工学） 学位又は学科の分野 　工学関係

対
象
分
野
科
目

小計（34科目） －

Ｉ
Ｉ
Ｆ
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

小計（10科目） －
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

情報職業論 3前 2 ○ 兼1

情報産業職業論 3後 2 ○ 兼1

産業組織論 3前 2 ○ 兼1

－ 0 6 0 兼3 －

特別卒業研究 3後 (8) ○ 9 10 1 2 0 複数教員・複数
クラス

－ 0 0 0 9 10 1 2 0 兼0 －

解析Ⅰ・同演習 1前 2 ○ 1 1 ※講義・オムニバス

解析Ⅱ・同演習 1後 2 ○ 1 1 兼1 ※講義・オムニバス

線形代数Ⅰ・同演習 1前 2 ○ 1 兼1 ※講義・オムニバス

線形代数Ⅱ・同演習 1後 2 ○ 1 兼2 ※講義・オムニバス

離散数学 1前 2 ○ 1
論理数学Ｍ 1後 2 ○ 1
微分方程式 2前 2 ○ 1 兼1 オムニバス

確率・統計 3前 2 ○ 1
基礎物理学・同演習 1前 2 ○ 1 ※講義

力学 1後 2 ○ 2 複数教員・複数
クラス

電磁気学 2前 2 ○ 2 複数教員・複数
クラス

現代物理学 3前 2 ○ 1
熱・統計力学 3後 2 ○ 1
化学Ⅰ 1後 2 ○ 兼1

情報工学基礎実験Ⅰ 1後 2 ○ 1 1 複数教員・複数
クラス

－ 22 8 0 9 6 1 2 0 兼6 －

プログラミング 1前 2 ○ 1 1 オムニバス

データ構造とアルゴリズム 1後 2 ○ 1
プログラム設計 2前 2 ○ 1
計算機システムⅠ 2前 2 ○ 1 1 オムニバス

計算機システムⅡ 2後 2 ○ 1
計算機リテラシーＭ 1前 1 ○ 1
オブジェクト指向開発 2後 2 ○ 1
数値計算 2後 2 ○ 1
組込みシステムⅠ 3前 2 ○ 1
有限要素法の基礎 3前 2 ○ 1
情報通信ネットワーク 3前 2 ○ 1
組込みシステムⅡ 3後 2 ○ 1
データベースＭ 2後 2 ○ 1
マルチメディア技術 3後 2 ○ 1
プログラミング応用Ｍ 4前 2 ○ 1
知的財産概論 4前 2 ○ 兼3 オムニバス

行政情報概論 4前 2 ○ 兼1

情報関連法規 4前 2 ○ 兼1

－ 13 22 0 3 6 0 1 0 兼5 －

機械情報基礎 1前 1 ○ 1
棒と軸の力学 2前 2 ○ 1
はりの力学 2後 2 ○ 1
弾性体の力学 3前 2 ○ 1

ＣＡＥ・演習 3後 2 ○ 1 3 複数教員・複数
クラス

流れ学Ⅰ 2前 2 ○ 1

早
期

卒
業

科
目 小計（1科目）

自
然
科
学
科
目

小計（15科目） －

情
報
科
目

小計（18科目） －

－

教
養
教
育
科
目

（

全
学
共
通
）

（別紙参照）

情
報
科
目

小計（3科目）

（別添２－２）

【既設】

教 育 課 程 等 の 概 要

（情報工学部　機械情報工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

－
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流れ学Ⅱ 3前 2 ○ 兼1

熱流動システム 3前 2 ○ 1
機械数学 2後 2 ○ 1
熱力学 3後 2 ○ 1
計算熱流体工学 3後 2 ○ 兼1

電気回路Ｍ 2後 2 ○ 1
システム動力学Ⅱ 3後 2 ○ 1
電子回路Ｍ 2後 2 ○ 兼1

システム動力学Ⅰ 3前 2 ○ 1

制御基礎Ⅰ 3前 2 ○ 1 兼1
複数教員・複数
クラス

制御基礎Ⅱ 3後 2 ○ 1 兼1 オムニバス

システム工学 2後 2 ○ 1
精密加工学 2後 2 ○ 1 1 オムニバス

システム計測 3前 2 ○ 1 1 オムニバス

メカトロ材料学 3後 2 ○ 1 1 オムニバス

機械情報プロジェクトⅠ 1後 1 ○ 4 4 複数教員・複数
クラス

ＣＡＤとデザインⅠ 2前 1 ○ 2 1 複数教員・複数
クラス

生産加工実習 2前 1 ○ 1 複数クラス

ＣＡＤとデザインⅡ 2後 2 ○ 2 兼1
複数教員・複数
クラス

機械情報プロジェクトⅡ 3前 1 ○ 5 4 複数教員・複数
クラス

機械情報工学実験 3前 1 ○ 6 6 複数教員・複数
クラス

機械情報プロジェクトⅢ 3後 1 ○ 5 4 複数教員・複数
クラス

機械情報工学応用実験 3後 1 ○ 6 6 複数教員・複数
クラス

技術者倫理Ｍ 4前 1 ○ 1

日本語コミュニケーション 4前 1 ○ 1 兼1
複数教員・複数
クラス

卒業研究 4通 8 ○ 9 10 1 2 複数教員・複数
クラス

インターンシップ 1･2･3･4 1 ○ 1
長期インターンシップ 1･2･3･4 2 ○ 1
海外研修Ⅰ 1･2･3･4 1 ○ 1 兼7

海外研修Ⅱ 1･2･3･4 2 ○ 1 兼7

海外インターンシップ実習 1･2･3･4 2 ○ 1 兼7

キャリア形成概論 2後 2 ○ 兼1

機械情報工学特別講義 4前 2 ○ 1
脳型システム 3前 2 ○ 兼1

総合エンジニアリングⅠ 2前 1 ○ 2 1
総合エンジニアリングⅡ 2後 1 ○ 2 1

－ 32 44 0 9 10 1 2 0 兼16 －

実践英語１０１ 1前 1 ○ 兼1

実践英語１０２ 1後 1 ○ 兼1

実践英語２０１ 2前 1 ○ 兼1

実践英語２０２ 2後 1 ○ 兼1

異文化間コミュニケーション論 1・2 1 ○ 兼1

デザインシンキング概論 3･4前 1 ○ 兼1

デシジョンメイキング概論 3･4前 1 ○ 兼1

海外研修Ⅰ（再掲）

海外研修Ⅱ（再掲）

Computer Literacy 2･3後 1 ○ 兼1

－ 0 1 7 0 0 0 0 0 兼8 －

－ 67 81 7 9 10 1 2 0 兼38 －

対
象
分
野
科
目

小計（42科目） －

学位又は称号 　学士（情報工学） 学位又は学科の分野 　工学関係

Ｉ
Ｉ
Ｆ
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

小計（10科目） －

合計（87科目） －
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

情報職業論 3前 2 ○ 兼1

情報産業職業論 3後 2 ○ 兼1

産業組織論 3前 2 ○ 兼1

－ 0 6 0 兼3 －

特別卒業研究 3後 (8) ○ 9 9 0 5 0 複数教員・複数
クラス

－ 0 0 0 9 9 0 5 0 兼0 －

解析Ⅰ・演習 1前 2 ○ 1 ※講義

線形代数Ⅰ 1前 2 ○ 1
線形代数Ⅱ 1後 2 ○ 1
離散数学 1前 2 ○ 兼1

微分方程式 2前 2 ○ 1
応用数学 2後 2 ○ 兼1

確率・統計 2前 2 ○ 兼1

物理学入門・演習 1前 2 ○ 1 ※講義

基礎物理学 1後 2 ○ 1
現代物理学 2前 2 ○ 1
基礎化学 1前 2 ○ 1
基礎生物学 1前 2 ○ 1

基礎実験 1後 1 ○ 1 1 2 複数教員・複数
クラス

化学実験 2前 1 ○ 1 3 複数教員・複数
クラス

－ 20 6 0 7 7 0 3 0 兼3 －

計算機システムⅠ- １ 1前 1 ○ 1
計算機システムⅠ- ２ 1前 1 ○ 1
プログラミング 1前 2 ○ 1
計算機システムⅡ- １ 1後 1 ○ 1
計算機システムⅡ- ２ 1後 1 ○ 1
データ構造とアルゴリズム 1後 2 ○ 1
情報ネットワーク 2前 2 ○ 1
プログラム設計 2前 2 ○ 1
データベースＢ 2後 2 ○ 1
ネットワークプログラミング 2後 2 ○ 1
コンピュータグラフィックスB 3前 2 ○ 1
人工知能 3前 2 ○ 1
数値計算 3前 2 ○ 1
バイオシミュレーション 3後 2 ○ 1
バイオインフォマティクス 3前 2 ○ 1
計算機アーキテクチャ 4前 2 ○ 兼1

ソフトウエア工学 4後 2 ○ 兼1

知的財産概論 3前 2 ○ 兼3 オムニバス

行政情報概論 4前 2 ○ 兼1

情報関連法規 4前 2 ○ 兼1

データベース演習 3前 1 ○ 1
ネットワーク演習 3前 1 ○ 1
数値計算演習 3後 1 ○ 1
グラフィックス演習 3後 1 ○ 1
マルチメディア技術演習 4前 1 ○ 1

－ 22 19 0 9 9 0 1 0 兼7 －

早
期

卒
業

科
目 小計（1科目）

自
然
科
学
科
目

小計（14科目） －

情
報
科
目

小計（25科目） －

－

教
養
教
育
科
目

（

全
学
共
通
）

（別紙参照）

情
報
科
目

小計（3科目）

（別添２－２）

【既設】

教 育 課 程 等 の 概 要

（情報工学部　生命情報工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

－
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生命情報工学入門 1前 1 ○ 2 1 1 複数教員・複数
クラス

生命情報工学概論 2前 1 ○ 1
バイオ技術者倫理 3前 1 ○ 1 兼1 オムニバス

専門概要 3後 1 ○ 1
基礎物理化学・演習 1後 2 ○ 1 1 ※講義・オムニバス

有機化学 1後 2 ○ 1
生物有機化学 2前 2 ○ 1
酵素工学 3前 2 ○ 1
分子設計基礎 3後 2 ○ 1
機器分析 3前 2 ○ 1
分子生物学 1後 2 ○ 1
生化学 2前 2 ○ 1
分子遺伝学 2後 2 ○ 1
細胞生物学 2後 2 ○ 1
生体情報学 3前 2 ○ 1
生化数学・演習-１ 2後 1 ○ 1 ※講義

生化数学・演習-２ 2後 1 ○ 1 ※講義

生物化学工学 2後 2 ○ 1
生物プロセスシステム工学 3前 2 ○ 兼1

遺伝子工学 3前 2 ○ 1
微生物工学 3後 2 ○ 1
医用工学 3前 2 ○ 1
環境工学 3後 2 ○ 1
構造生物学 3前 2 ○ 1
脳波工学 3前 2 ○ 1

ライフサイエンス実験 3前 2 ○ 1 2 1 複数教員・複数
クラス

生化学・プロテオミクス実験 3前 2 ○ 2 1 1 複数教員・複数
クラス

バイオテクノロジー実験 3後 2 ○ 1 3 1 複数教員・複数
クラス

生命情報工学プロジェクト研究 3後 2 ○ 9 9 5 複数教員・複数
クラス

科学技術英語Ⅰ 3前 1 ○ 1 1 オムニバス

科学技術英語Ⅱ 3後 1 ○ 1
総合地球環境学 3前･4前 1 ○ 兼2 オムニバス

教職実践演習 4前 2 ○ 兼1

インターンシップ 1･2･3･4 1 ○ 1
長期インターンシップ 1･2･3･4 2 ○ 1
海外研修Ⅰ 1･2･3･4 1 ○ 1 兼7

海外研修Ⅱ 1･2･3･4 2 ○ 1 兼7

海外インターンシップ実習 1･2･3･4 2 ○ 1 兼7

キャリア形成概論 2後 2 ○ 兼1

卒業研究 4通 8 ○ 9 9 5 複数教員・複数
クラス

脳型システム 3前 2 ○ 兼1

－ 32 45 0 9 9 0 5 0 兼14 －

実践英語１０１ 1前 1 ○ 兼1

実践英語１０２ 1後 1 ○ 兼1

実践英語２０１ 2前 1 ○ 兼1

実践英語２０２ 2後 1 ○ 兼1

異文化間コミュニケーション論 1・2 1 ○ 兼1

デザインシンキング概論 3･4前 1 ○ 兼1

デシジョンメイキング概論 3･4前 1 ○ 兼1

海外研修Ⅰ（再掲）

海外研修Ⅱ（再掲）

Computer Literacy 2･3後 1 ○ 兼1

－ 0 1 7 0 0 0 0 0 兼8 －

－ 74 77 7 9 9 0 5 0 兼35 －

対
象
分
野
科
目

小計（41科目） －

学位又は称号 　学士（情報工学） 学位又は学科の分野 　工学関係

Ｉ
Ｉ
Ｆ
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

小計（10科目） －

合計（92科目） －
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

哲学Ⅰ 1・2・3前後 1 ○ 兼1

哲学Ⅱ 1・2・3前後 1 ○ 兼1

倫理学Ⅰ 1・2・3前後 1 ○ 兼1

倫理学Ⅱ 1・2・3前後 1 ○ 兼1

教育学Ⅰ 1・2・3前後 1 ○ 兼1

教育学Ⅱ 1・2・3前後 1 ○ 兼1

一般言語学Ⅰ 1・2・3前後 1 ○ 兼1

一般言語学Ⅱ 1・2・3前後 1 ○ 兼1

文学Ⅰ 1・2・3前後 1 ○ 兼1

文学Ⅱ 1・2・3前後 1 ○ 兼1

歴史学Ⅰ 1・2・3前後 1 ○ 兼2

歴史学Ⅱ 1・2・3前後 1 ○ 兼1

地域研究Ⅰ 1・2・3前後 1 ○ 兼2

地域研究Ⅱ 1・2・3前後 1 ○ 兼2

文化史Ⅰ 1・2・3前後 1 ○ 兼1

文化史Ⅱ 1・2・3前後 1 ○ 兼1

地理学Ⅰ 1・2・3前後 1 ○ 兼1

地理学Ⅱ 1・2・3前後 1 ○ 兼1

科学史 1・2・3前後 1 ○ 兼1

法学Ⅰ 1・2・3前後 1 ○ 兼2

法学Ⅱ 1・2・3前後 1 ○ 兼2

日本国憲法Ⅰ 1・2・3前後 1 ○ 兼2

日本国憲法Ⅱ 1・2・3前後 1 ○ 兼2

経済学Ⅰ 1・2・3前後 1 ○ 兼1

経済学Ⅱ 1・2・3前後 1 ○ 兼1

経営学Ⅰ 1・2・3前後 1 ○ 兼1

経営学Ⅱ 1・2・3前後 1 ○ 兼1

社会学Ⅰ 1・2・3前後 1 ○ 兼2

社会学Ⅱ 1・2・3前後 1 ○ 兼2

政治学Ⅰ 1・2・3前後 1 ○ 兼1

政治学Ⅱ 1・2・3前後 1 ○ 兼1

職業と社会 1・2・3前後 1 ○ 兼1

心理学Ⅰ 1・2・3前後 1 ○ 兼2

心理学Ⅱ 1・2・3前後 1 ○ 兼2

健康スポーツ科学論 1・2・3前後 1 ○ 兼3

スポーツ実技 I 1・2・3前後 0.5 ○ 兼8

スポーツ実技 II 1・2・3前後 0.5 ○ 兼8

－ 36 兼33

異文化間コミュニケーション論 1・2・3前後 1 ○ 兼1

西アジア論 1・2・3前後 1 ○ 兼1

言語類型論 1・2・3前後 1 ○ 兼1

西洋近現代史 1・2・3前後 1 ○ 兼1

東南アジア文化論 1・2・3前後 1 ○ 兼1

心理適応論 1・2・3前後 1 ○ 兼1

東アジア論 1・2・3前後 1 ○ 兼1

国際関係論 1・2・3前後 1 ○ 兼1

国際経済論 1・2・3前後 1 ○ 兼1

国際経営論 1・2・3前後 1 ○ 兼1

サスティナビリティ論 1・2・3前後 1 ○ 兼1

科学技術の社会史 1・2・3前後 1 ○ 兼1

日本近現代史 1・2・3前後 1 ○ 兼1

日本文学 1・2・3前後 1 ○ 兼1

コンピテンシー論 1・2・3前後 1 ○ 兼1

人
文
社
会
科
目

小計（37科目） －

グ
ロ
ー

バ
ル
教
養
科
目

（別添２－２）

【既設】

教 育 課 程 等 の 概 要 （ 事 前 伺 い ）
（別紙：全学共通　教養教育科目）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考
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ＩＣＴと現代社会論 1・2・3前後 1 ○ 兼1

日本社会論 1・2・3前後 1 ○ 兼1

－ 17 兼17

哲学と現代Ⅰ 2・3・4前後 1 ○ 兼1

哲学と現代Ⅱ 2・3・4前後 1 ○ 兼1

西洋社会史 2・3・4前後 1 ○ 兼1

日本政治論Ⅰ 2・3・4前後 1 ○ 兼1

日本政治論Ⅱ 2・3・4前後 1 ○ 兼1

教育システム論 2・3・4前後 1 ○ 兼1

経営組織論 2・3・4前後 1 ○ 兼1

リレーセミナー 2・3・4前後 1 ○ 兼4

言語分析法 2・3・4前後 1 ○ 兼1

情報倫理 2・3・4前後 1 ○ 兼1

ゲーム理論 2・3・4前後 1 ○ 兼1

情報社会と教育 2・3・4前後 1 ○ 兼1

現代社会論 2・3・4前後 1 ○ 兼1

情報メディアとコミュニケーション 2・3・4前後 1 ○ 兼1

発達心理学 2・3・4前後 1 ○ 兼1

選択日本事情ⅠA 2・3・4前後 1 ○ 兼1

選択日本事情ⅠB 2・3・4前後 1 ○ 兼1

選択日本事情ⅡA 2・3・4前後 1 ○ 兼1

選択日本事情ⅡB 2・3・4前後 1 ○ 兼1

国際協働演習 2・3・4前後 1 ○ 兼4

－ 20 兼17

英語ⅠC-1 1前 0.5 ○ 兼20

英語ⅠC-2 1前 0.5 ○ 兼20

英語ⅡC-1 1前 0.5 ○ 兼18

英語ⅡC-2 1前 0.5 ○ 兼18

英語ⅢC-1 1後 0.5 ○ 兼3

英語ⅢC-2 1後 0.5 ○ 兼3

英語ⅣC-1 1後 0.5 ○ 兼10

英語ⅣC-2 1後 0.5 ○ 兼10

英語ⅤC-1 1後・2前 0.5 ○ 兼18

英語ⅤC-2 1後・2前 0.5 ○ 兼18

英語ⅥC-1 1後・2前後 0.5 ○ 兼8

英語ⅥC-2 1後・2前後 0.5 ○ 兼8

英語ⅦA-1 2前後・3前 0.5 ○ 兼2

英語ⅦA-2 2前後・3前 0.5 ○ 兼2

英語ⅦB-1 2・3前後 0.5 ○ 兼1

英語ⅦB-2 2・3前後 0.5 ○ 兼1

英語ⅦC-1 2・3前後 0.5 ○ 兼10

英語ⅦC-2 2・3前後 0.5 ○ 兼10

英語ⅦD-1 2・3前後 0.5 ○ 兼10

英語ⅦD-2 2・3前後 0.5 ○ 兼10

英語ⅧA-1 2後・3前後 0.5 ○ 兼7

英語ⅧA-2 2後・3前後 0.5 ○ 兼7

英語ⅧB-1 2後・3前後 0.5 ○ 兼2

英語ⅧB-2 2後・3前後 0.5 ○ 兼2

英語ⅧD-1 2後・3前後 0.5 ○ 兼5

英語ⅧD-2 2後・3前後 0.5 ○ 兼5

英語ⅨA-1 3前後 0.5 ○ 兼2

英語ⅨA-2 3前後 0.5 ○ 兼2

英語ⅨB-1 3前後 0.5 ○ 兼2

英語ⅨB-2 3前後 0.5 ○ 兼2

英語ⅨD-1 3前後 0.5 ○ 兼2

英語ⅨD-2 3前後 0.5 ○ 兼2

－ 16 兼46

選択英語 1T-1 1・2・3・4 0.5 ○ 兼2

選択英語 1T-2 1・2・3・4 0.5 ○ 兼2

選択英語 2T-1 1・2・3・4 0.5 ○ 兼2

選択英語 2T-2 1・2・3・4 0.5 ○ 兼2

選択英語 3T-1 1・2・3・4 0.5 ○ 兼2

－

選
択
必
修
英
語
科
目

小計（32科目） －

教
養
教
育
科
目

小計（17科目） －

選
択
英
語

人
文
社
会
系
選
択
科
目

小計（20科目）
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選択英語 3T-2 1・2・3・4 0.5 ○ 兼2

選択英語 4T-1 1・2・3・4 0.5 ○ 兼2

選択英語 4T-2 1・2・3・4 0.5 ○ 兼2

－ 4 兼8

ドイツ語ⅠA 1前後 0.5 ○ 兼6

ドイツ語ⅠB 1前後 0.5 ○ 兼6

ドイツ語ⅡA 1後・2前 0.5 ○ 兼7

ドイツ語ⅡB 1後・2前 0.5 ○ 兼7

ドイツ語ⅢA 2・3前後 0.5 ○ 兼6

ドイツ語ⅢB 2・3前後 0.5 ○ 兼6

ドイツ語ⅣA 2後・3後 0.5 ○ 兼1

ドイツ語ⅣB 2後・3後 0.5 ○ 兼1

中国語ⅠA 1前後 0.5 ○ 兼7

中国語ⅠB 1前後 0.5 ○ 兼7

中国語ⅡA 1後・2前 0.5 ○ 兼6

中国語ⅡB 1後・2前 0.5 ○ 兼6

中国語ⅢA 2・3前後 0.5 ○ 兼6

中国語ⅢB 2・3前後 0.5 ○ 兼6

中国語ⅣA 2後・3後 0.5 ○ 兼3

中国語ⅣB 2後・3後 0.5 ○ 兼3

フランス語ⅠA 1前後 0.5 ○ 兼4

フランス語ⅠB 1前後 0.5 ○ 兼4

フランス語ⅡA 1後・2前 0.5 　　 ○ 兼4

フランス語ⅡB 1後・2前 0.5 ○ 兼4

フランス語ⅢA 2・3前後 0.5 ○ 兼4

フランス語ⅢB 2・3前後 0.5 ○ 兼4

フランス語ⅣA 2後・3後 0.5 ○ 兼2

フランス語ⅣB 2後・3後 0.5 ○ 兼2

韓国語ⅠA 1前 0.5 ○ 兼1

韓国語ⅠB 1前 0.5 ○ 兼1

韓国語ⅡA 1後 0.5 ○ 兼1

韓国語ⅡB 1後 0.5 ○ 兼1

韓国語ⅢA 2前・3前 0.5 ○ 兼2

韓国語ⅢB 2前・3前 0.5 ○ 兼2

韓国語ⅣA 2後・3後 0.5 ○ 兼2

韓国語ⅣB 2後・3後 0.5 ○ 兼2

－ 16 兼40

－ 109 兼133

－

合計（146科目） －

初
修
外
国
語
科
目

 
科
目

小計（ 8科目） －

小計（32科目）
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